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全
ト
協
、７
年
度
補
正
・
８
年
度
予
算
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東
ト
協
が
環
境
対
応
支
援
策
આ
໌
会

関
運
局
が
事
ނ
防
止
へ
の
取
組
を
公
表

全
ト
協
、経
営
分
析
結
果
６
年
度
決
算
版

２３４６７

東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会

は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
フ
Ỹ
ー

ス
ト
事
業
の

ॆ
実
を
ப

に
、
ト
ラ
ッ

ク
ద
正
化
ೋ

法
へ
の
対
応

を
進
め
る
会
員
事
業
者
へ
の

支
援
を
ڧ
化
す
る
た
め
、
東

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
̝
̥
）

に「
ト
ラ
ッ
ク
ద
正
化

ೋ
法
関
連
」
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
た
。
同
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
法
令
全
จ

や
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
、

関
連
આ
໌
会
の
お
知
ら

せ
を
は
じ
め
、
国
土
交

通
省
や
全
ト
協
が
作
成

し
た
੓
策
資
料
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
な
ど
最
新
৘

報
を
ܝ
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
度
の
新

規
事
業
と
し
て「
࣭
問

受
付
」
お
よ
び「
̦
ˍ

Ｇ
マ
ー
ク
੍
度
は
、
利
用

者
が
よ
り
҆
全
性
の
高
い
事

業
者
を
選
び
や
す
く
す
る
と

と
も
に
、
事
業
者
全
体
の
҆

全
性
向
上
へ
の
ҙ
ࣝ
を
高
め

る
た
め
、
事
業
者
の
҆
全
性

を
正
当
に
ධ
価
・
ೝ
定
し
、

公
表
す
る
੍
度
で
、
２
０
０

３
年
７
月
に
開
始
。
２
０
２

６
年
３
月
ݱ
ࡏ
、
全
国
で
２

万
９
２
５
４
事
業
所
が
ೝ
定

さ
れ
て
い
る
。

各
地
方
実
施
機
関
の
૭
ޱ

お
よ
び
༣
送
に
よ
る
申
請
書

類
の
受
付
は
、７
月
１
～
1�

日（
必
ண
）。
Ｗ
ｅ
̱
申
請
シ

ス
テ
ム
で
は
、６
月
１
日
か

ら
申
請
書
σ
ー
タ
の
入
力
・

保
ଘ
が
可
能
と
な
る
。作
成・

保
ଘ
し
た
σ
ー
タ
は
、
受
付

期
間
中
に
送
৴
し
て
申
請
す

な
お
、
今
年
度
か
ら
੍
度

を
一
部
変
更
。ධ
価
߲
目
ᶙ
⁒

「
҆
全
性
に
対
す
る
取
組
の

積
ۃ
性
」
の
う
ͪ
、
グ
ル
ー

プ
３
�
ᾊ「
ド
ラ
イ
バ
ー
時

間
֎
労
働
時
間
୹
ॖ
の
取
組

の
状
況
」
に
お
け
る
判
断
基

準
を
見
直
し
た
。変
更
点
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
֎
労
働

時
間
に
つ
い
て
、
２
０
２
６

年
７
月
１
日
ݱ
ࡏ
で
有
効
な

36
協
定
届
に
お
い
て
、
年
間

の
時
間
֎
労
働
時
間
数
が
８

８
０
時
間
以
下
で
あ
る
届
出

が
確
ೝ
で
き
る
場
合
に
２
点

を
付
༩
す
る
。
ま
た
、
前
回

届
出
の
時
間
数
を
下
回
っ
て

い
る
場
合
は
１
点
を
付
༩
す

る
。
た
だ
し
、
両
方
の
基
準

を
ຬ
た
し
て
い
て
も
、３
点

付
༩
と
は
な
ら
な
い
。

Ｇ
マ
ー
ク
ೝ
定
の
有
効
期

間
は
、
２
０
２
７
年
１
月
１

日
か
ら
２
０
２
８
年
12
月
31

日
ま
で
の
２
年
間（
新
規
ೝ

定
事
業
所
の
場
合
）。
初
回

更
新
事
業
所
は
３
年
間
、
２

回
目
以
降
更
新
の
事
業
所
は

４
年
間
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
更
新
申
請
回
数
が
連

続
６
回
以
上
と
な
る
事
業
所

は
、
ΰ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
ス

テ
ッ
Χ
ー
と
ೝ
定
証
の
利
用

が
可
能
。

申
請
受
付
に
当
た
り
、
全

ト
協
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
̝

̥
）で
申
請
Ҋ
内
お
よ
び
申

請
આ
໌
動
画
を
公
開
し
て
い

る
。
Ҋ
内
࡭
子
は
各
地
方
実

施
機
関
で
配
෍
す
る
。
詳
細

は
全
ト
協
̝
̥
を
参
照
。

東
ト
協
は
４
月
23

日
、
東
ト
૯
合
会
館

で
令
和
８
年
度
第
��

回「
東
ト
協
ド
ラ
イ

バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
ֶ
Պ
ڝ
ٕ
を
行

い
、
会
員
事
業
者
か

ら
ド
ラ
イ
バ
ー
36
人

が
参
加
し
た
。

開
࠵
に
当
た
り
、

中
ཬ
直
೭
業
務
部
長

は「
コ
ン
テ
ス
ト
は

業
界
の
交
通
҆
全
対

策
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
、
参
加
ド
ラ
イ
バ
ー

だ
け
で
な
く
、
業
界
全
体
の

҆
全
ҙ
ࣝ
向
上
と
事
ނ
防
止

の
ప
ఈ
を
図
る

こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
日

ࠒ
ഓ
っ
た
運
転

知
ࣝ
を
十
分
に

ൃ
ش
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
選
手
ら
を
激
励
し
た
。

ֶ
Պ
ڝ
ٕ
は
、
各
部
໳
共

通
で
法
規（
ಓ
࿏
交
通
法
）、

構
଄
機
能（
ಓ
࿏
運
送
車
両

法
）、
運
転
常
ࣝ
な
ど
に
つ

い
て
出
୊
。
一
部
を
࢛
ࢶ

୒
一
問
୊
、
࢒
り
を
˓
ʷ
正

ޡ
ࣜ
と
し
、
１
問
５
点
の
�0

問
・
４
０
０
点
ຬ
点
で
ڝ
っ

た
。
੍
限
時
間
は
60
分
。
今

年
度
は
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者

が
গ
な
い
こ
と
か
ら
、
大
会

実
行
ҕ
員
長
に
૬
ஊ
し
、
実

Պ
ڝ
ٕ
の
参
加
資
格（
人
数
）

を
解
আ
す
る
こ
と
で
、
ֶ
Պ

ڝ
ٕ
参
加
者
全
員
が
実
Պ
ڝ

ٕ
に
出
場
で
き
る
こ
と
と
し

た
。実

Պ
ڝ
ٕ
は
５
月
31
日
、

෎
中
ࢢ
の
ܯ
ࢹ
ி
෎
中
運
転

໔
ڐ
ࢼ
ݧ
場
で
実
施
し
、
表

জ
ࣜ
は
６
月
８
日
に
東
ト
૯

合
会
館
で
開
࠵
す
る
。

東
ト
協
ド
ラ
コ
ン
は
、
会

員
事
業
者
の
都
内
営

業
所
に
所
ଐ
す
る
営

業
用
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
を
対
象
に
、

関
係
法
令
や
҆
全
運

転
、交
通
公
֐
防
止
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ϒ
な
ど

に
関
す
る
知
ࣝ
・
ٕ

能
の
向
上
を
図
り
、

「
都
民
に
৴
པ
さ
れ

る
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
の
ҙ
ࣝ
高

༲
」
を
目
的
に
開
࠵

し
て
い
る
。

選
手
は
ֶ
Պ
・
実

Պ
両
ڝ
ٕ
の
૯
合
成

੷
で
順
位
を
ڝ
い
、

૯
合
成
੷
第
１
位
の

る
。申

請
資
格
は
７
月
１
日
ݱ

ࡏ
で
、
①
事
業
開
始
後（
運

輸
開
始
後
）３
年
を
経
過
、

②
配
置
す
る
事
業
用
自
動
車

が
５
台
以
上
な
ど
―
―
の
要

件
を
ຬ
た
し
て
い
る
こ
と
。

ೝ
定
要
件
は
、
①
各
ධ
価

߲
目
の
ධ
価
点
数
の
合
計

が
�0
点
以
上（
１
０
０
点
ຬ

点
）、
②
各
ධ
価
߲
目
に
お

い
て
、
基
準
点
以
上
ʗ
ᶗ
⁒

҆
全
性
に
対
す
る
法
令
の

९
क
状
況
＝
32
点（
�0
点
ຬ

点
）、ᶘ
⁒
事
ނ
や
ҧ
反
の
状

況
＝
21
点（
�0
点
ຬ
点
）、ᶙ
⁒

҆
全
性
に
対
す
る
取
組
の

積
ۃ
性
＝
12
点（
20
点
ຬ
点
）

˞
４
つ
の
自
ೝ
߲
目
グ
ル
ー

プ
す
΂
て
で
得
点
が
必
要
な

ど
―
―
を
ຬ
た
す
こ
と
。

̖
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

会
員
事
業
者
か
ら
ద
正
化
ೋ

法
に
関
す
る
࣭
問
を
受
け
付

け
て
い
る
。
࣭
問
は
、
東
ト

協
̝
̥
内
の「
ト
ラ
ッ
ク
ద

正
化
ೋ
法
関
連
」
コ
ー
ナ
ー

に
あ
る「
࣭
問
受
付
」
フ
ォ

ー
ム
か
ら
送
৴
す
る
。

د
せ
ら
れ
た
࣭
問
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
へ
の
確
ೝ

を
行
っ
た
上
で
回
౴
を
作
成

し
、̦
ˍ
̖
ܗ
ࣜ
で
順
次
̝

̥
で
公
開
し
、
৘
報
の
共
有

化
を
図
っ
て
い
く
。

な
お
、
࣭
問
受
付
や
̦
ˍ

̖
の
Ӿ
ཡ
は
会
員
ઐ
用
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、東
ト
協
は
今
年
度
、

自
動
点
呼
機
ث
の
導
入
に
要

す
る
費
用（
機
ث
お
よ
び
シ

ス
テ
ム
の
導
入
費
の
ほ
か
、

部
品
や
付
ଐ
品
、
セ
ッ
ト
ア

ッ
プ
な
ど
の
費
用
を
含
む
）

を
１
事
業
者
当
た
り
１
台

（
上
限
10
万
円
）の
助
成
を

行
っ
て
い
る
が
、
Ｇ
マ
ー
ク

ೝ
定
取
得
に
よ
り
、
２
台
ま

で
申
請
が
可
能
と
な
る
。

東
ト
協
で
は
、
Ｇ
マ
ー
ク

の
新
規
取
得
を
積
ۃ
的
に
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
更
新

対
象
の
会
員
事
業
所
へ
Ҋ
内

を
送
付
す
る
。
ま
た
、本
部・

多
ຎ
支
部
会
場
で
Ｇ
マ
ー
ク

આ
໌
会
や
Ｇ
マ
ー
ク
申
請
ݸ

別
事
前
૬
ஊ
会（
̑
໘
ࢀ
র
）

を
開
࠵
し
、
会
員
事
業
者
の

申
請
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
。

選
手
に
は
東
京
都
知
事
৆
が

ଃ
ఄ
さ
れ
る
。
な
お
、
全
ト

協
主
」࠵
第
5�
回
全
国
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
東
京
都
୅
表
選
手

選
ߟ
も
兼
Ͷ
て
い
る
。

̎
０
̎
̒
೥
౓

̜
マ
ー
Ϋ
੍
౓
ਃ
੥

̓
݄
１
Ỗ
1�
೔
受
付

୹
ॖ
औ
૊
の
൑
அ
ج
४
を
ม
ߋ

࣌
ؒ
֎

࿑
ಇ
࣌
ؒ શ

日
本
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ
ձớ
શ
ࠃ

՟
෺
ࣗ
ಈ
ं
運
送
ద
正
化
ࣄ
業
࣮

施
ػ
ؔ
Ờは
４
月
27
日
、
̎
̌
̎

̒
年
౓ủ
՟
෺
ࣗ
ಈ
ं
運
送
ࣄ
業

҆
શ
性
ධ
Ձ
ࣄ
業
Ứớ
̜
Ϛ
ồ
Ϋ
੍
౓
Ờの

ਃ
੥
ड
෇
Λ
̓
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で

ớ
૭
ޱ
ड
෇
は
౔
ɾ
日
༵
日
Λ
আ
͘
Ờ
行

͏
と
ެ
ද
し
ͨ
。
ま
ͨ
、̒
月
１
日
か
ら

̬
̴
̱
ਃ
੥
γ
ε
ς
Ϝ
Λ
Ք
ಇ
さ
ͤ
る
。

な
お
、今
年
౓
か
ら
ධ
Ձ
߲
໨
ᶙ
⁒ủ
҆
શ

性
に
ର
す
る
取
૊
の
ੵ
ۃ
性
Ứの
൑
அ
ج

४
Λ
一
෦
ݟ
௚
す
と
し
ͨ
。

౦
ژ
౎
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ
ձớ
౦
ژ
౎
՟
෺

ࣗ
ಈ
ं
運
送
ద
正
化
ࣄ
業
࣮
施
ػ
ؔ
Ờで

は
、ձ
һ
ࣄ
業
ऀ
の
̜
Ϛ
ồ
Ϋ
ਃ
੥
に
޲

͚
、આ
໌
ձ
΍
ݸ
ผ
૬
ஊ
ձ
Λ
։
࠵
す
る

な
Ͳ
、α
ϙ
ồ
τ
ମ
੍
の
ॆ
࣮
Λ
ਤ
ỳ
て

い
る
。

̑
݄
�1
೔
࣮
Պ
ڝ
ٕ

ֶՊٕڝʹ��ਓ͕ࢀՃ

౦
ト
協

全ト協

　東ト協は６月29日午後１時30分から２時
30分まで、千代田区の帝国ホテル東京で令
和８年度通常総会を開催いたします（総会後
に懇親会も開催いたします）。
　つきましては、５月下旬に「開催のご案内」
を郵送する予定ですので、お手元に届きまし
たら、６月22日までにご返信をお願いいたし
ます。
　なお、総会を欠席される場合は、「出欠回
答はがき（兼委任状）」を必ずご返信いただき、
「委任状による議決権行使」についてご協力
をお願いいたします。

௨ৗ૯ձの͝Ҋ಺

貨物車駐車スペース

৔�ॴɿࣳେ໳ೋஸ໨றं৔
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ド
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コ
ン



第1344号 ̎̌ ̎̒ ೥ʢྩ࿨̔೥ʣ̑ ݄15೔ （ � ）総 合

企画部 事業グループ

本　社　03-5727-1600（担当・青木）
高島平　03-6906-5960（担当・磯田）

ྩ࿨̔೥౓τϥοΫؔࡦࢪ܎ʹؔ͢Δཁ๬ͱྩ࿨̓೥౓ิਖ਼・̔೥౓౰ॳ༧ࢉのओͳ಺༰
ཁ๬߲ࣄ ༧ࢉͷओͳ಺༰

˔༧܎ؔࡦࢪ・ࢉཁ๬事߲
܎౔ަ௨লؔࠃ˓
ɹᶃ෺ྲྀのޮ率Խʢ3�౰ॳ༧ࢉ������ԯԁ、3�ิਖ਼༧ࢉ�����ԯԁʣ
ɹᶄ঎ߦ׳のݟ௚͠ʢ3�౰ॳ༧ࢉ�����ԯԁ、3�ิਖ਼༧ࢉ�����ԯԁʣ
ɹᶅՙओɾফඅऀのߦಈม༰౳ʢ3�౰ॳ༧ࢉ����ԯԁ、3�ิਖ਼༧ࢉ�����ԯԁʣ
ɹᶆࡒ੓౤༥ࢿΛ׆༻ͨ͠෺ྲྀࢪઃɾ%9ɾ(9౤ࢿのࢧԉ
ʢ3�౰ॳ༧ࢉ���ԯԁ、3�ิਖ਼༧ࢉ���ԯԁʣ

ɹᶇࣗಈंӡૹࣄ業の҆શ૯߹ରࣄࡦ業ʢ3�౰ॳ༧ࢉ������ԯԁʣ
ɹᶈઌਐ҆શࣗಈंの੔උڥ؀の֬อࣄ業ʢ3�౰ॳ༧ࢉ�����ԯԁʣ

܎লؔڥ؀˓
ɹᶃڥ؀഑ྀܕઌਐτϥッΫɾόスಋೖՃ଎ࣄ業
ʢ3�౰ॳ༧ࢉ������ԯԁʣʻަࠃল࿈ࣄܞ業ʼ

ɹᶄ঎༻ं౳のిಈԽଅਐࣄ業
ʢ3�ิਖ਼༧ࢉ����ԯԁʣʻ࢈ࡁܦ業লɾަࠃল࿈ࣄܞ業ʼ

ɹᶅαスςナϒϧ૔ݿϞσϧଅਐࣄ業
ʢ3�ิਖ਼༧ࢉ���ԯԁの内਺ʣʻަࠃল࿈ࣄܞ業ʼ

ɹᶆӡ༌෦໳の୤୸ૉԽʹ͚ͨ޲ઌਐతγスςϜࣾձ࣮૷ଅਐࣄ業
ʢ3�౰ॳ༧ࢉ������ԯԁʣʻҰ෦೶ྛਫ࢈লɾަࠃল࿈ࣄܞ業ʼ

܎業লؔ࢈ࡁܦ˓
ɹᶃτϥッΫ༌ૹʹ͓͚ΔߋͳΔলΤωϧΪʔԽਪਐࣄ業�৽ٕज़׆༻ʹΑΔαϓϥイ
νΣʔϯશମ༌ૹޮ率ԽɾඇԽੴΤωϧΪʔస׵ਪਐࣄ業
ʢ3�౰ॳ༧ࢉ���ԯԁの内਺ʣ

˓೶ྛਫ࢈লؔ܎
ɹᶃ࣋ଓՄೳͳ৯඼౳ྲྀ௨૯߹ରࣄࡦ業ʢ3�౰ॳ༧ࢉ����ԯԁʣ
ɹᶄ৯඼౳෺ྲྀ߹ཧԽٸۓରࣄࡦ業ʢ3�ิਖ਼༧ࢉ������ԯԁʣ

˓ްੜ࿑ಇলؔ܎
ɹᶃ業຿վળॿ੒ۚʢ3�౰ॳ༧ࢉ���ԯԁ、3�ิਖ਼༧ࢉ����ԯԁʣ
ɹᶄಇ͖ํվֵਪਐࢧԉॿ੒ۚʢ3�౰ॳ༧ࢉ����ԯԁʣ
ɹᶅதখا業ɾখن໛ࣄ業ऀ౳ʹର͢Δಇ͖ํվֵਪਐࢧԉࣄ業
ʢ3�౰ॳ༧ࢉ���ԯԁʣ

ɹᶆΩϟϦΞΞッϓॿ੒ۚʢ3�౰ॳ༧ࢉ��
���ԯԁʣ
ɹᶇཱ྆ࢧԉ౳ॿ੒ۚʢ3�౰ॳ༧ࢉ����ԯԁʣ

˓ॏ఺ࢧԉަ෇ۚͷ௥Ճ
ɾਪ঑ࣄ業ϝχϡʔʢ3�ิਖ਼༧ࢉ��ஹԁʣ

὾�ʮ����೥౓ʹ͚ͨ޲੓෎のத௕ܭظըʯ
΁のରԠʹ͔͔Δࢧԉ

὿�೩ྉՁ֨ߴಅ΁のࢧԉ

ᾀڥ�؀・ަ௨҆શର܎ʹࡦΔࢧԉ

ᾁࡦࢪ�ཁ๬

˔ಓ࿏ؔ܎ཁ๬事߲
˓ಓ࿏ؔ܎
ɹᶃߴ଎ಓ࿏ྉۚのେޱɾଟස度ׂҾの֦ॆાஔのԆ௕ʢ3�ิਖ਼༧ࢉ���ԯԁʣ
ɹᶄ࣌֐ࡂʹ͓͚Δ෺ྲྀɾਓྲྀの֬อ
ʢ3�౰ॳ༧ࢉ��
���ԯԁ、3�ิਖ਼༧ࢉ��
���ԯԁʣ
ɾਝ଎ͳ෮چɾ෮ڵのͨΊの֨نߴಓ࿏のະ੔උ۠ؒの੔උ΍�ंઢԽ౳の
ਪਐ、ಓ࿏౳の๷ࡂɾࡂݮରࡦのਪਐɹ౳

ɹᶅ௨ֶ࿏౳のަ௨҆શରࡦのਪਐ
ʢ3�౰ॳ༧ࢉ��
���ԯԁ、3�ิਖ਼༧ࢉ����ԯԁʣ
ɾߴ଎ಓ࿏の࢑ఆ�ंઢ۠ؒの�ंઢԽ౳のਪਐɹ౳

ɹᶆޮ率తͳ෺ྲྀωッτϫʔΫのૣظ੔උɾ׆༻
ʢ3�౰ॳ༧ࢉ��
���ԯԁ、3�ิਖ਼༧ࢉ����ԯԁʣ
ɾࡾେ౎؀ݍࢢঢ়ಓ࿏౳の੔උਪਐ、҆શɾԁ׈ͳ෺ྲྀ౳のͨΊのಓ࿏ωッτ
ϫʔΫߏங౳のਪਐ、μϒϧ࿈݁τϥッΫʹΑΔলਓԽ、4"ɾ1"றंマス
ෆ଍のղফɹ౳

ɹᶇ஍Ҭɾڌ఺の࿈ܞΛଅ͢ಓ࿏ωッτϫʔΫの੔උ
ʢ3�౰ॳ༧ࢉ��
���ԯԁ、3�ิਖ਼༧ࢉ��
���ԯԁʣ
ɾ஍Ҭɾڌ఺Λͭͳ͙ߴ଎ಓ࿏ωッτϫʔΫのߏங、スマʔτ*$の׆༻ɹ౳

὾ߴ� ଎ಓ࿏ྉۚ௃収ݶظのԆ௕Λ౿·͑ͨར
ศੑࡦ্޲の推ਐ

὿ߴ� ଎ಓ࿏ྉۚのҾԼ͛

ᾀ�物ྲྀج൫の੔උ

ᾁ�ಛघं྆௨ڐߦՄʹ܎Δॾ՝୊のվળ

ᾂ�ͦ のଞࡦࢪの推ਐ

੓෎はྩ࿨�年��݄��೔、ྩ ࿨�年度੫੍վਖ਼େߝΛֳܾٞఆͨ͠ɻ·ͨ、̓ 年��݄��೔ʹは̓年度ิਖ਼༧͕ࢉ、̔ 年݄̐̓೔ʹは
̔年度༧͕ͦࢉΕͧΕ੒ཱͨ͠ɻશ೔ຊτϥッΫڠձ͔Βの̔年度τϥッΫؔࡦࢪ܎ʹؔ͢Δཁ๬ͱओͳ内༰はԼදの௨Γɻ

環
境
省
、国
土
交
通
省
、経

ࡁ
産
業
省
は
、
令
和
７
年
度

補
正
予
算
に
よ
る「
঎
用
車

等
の
電
動
化
促
進
事
業（
ト

ラ
ッ
ク
）」の
公
募
を
開
始
し

た
。
公
募
期
間
は
４
月
2�
日

か
ら
９
年
１
月
15
日
ま
で
。

７
年
度
補
正
分
の
予
算
額
は

約
１
７
５
億
円（
঎
用
車
૯

額
３
０
０
億
円
の
う
ͪ
）。

ト
ラ
ッ
ク
電
動
化
関
係
の

れ
、
Ｂ
̚
Ｖ
は
３
分
の
２
、

̥
̝
̚
Ｖ
は
２
分
の
１
、
̛

Ｃ
Ｖ
は
４
分
の
３
を
基
本
と

し
、
車
छ
ご
と
に
設
定
さ
れ

た
基
準
額
を
上
限
と
す
る
。

ॆ
電
設
備
は
対
象
車
両
と

一
体
的
に
導
入
し
、
事
業
者

の
ෑ
地
内
に
設
置
す
る
も
の

に
限
る
。
工
事
費
や
設
備
費

な
ど
も
補
助
対
象
と
な
る
。

な
お
、
４
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
年
間
20
万
㌧
以
上

の
事
業
者
は
、
排
出
削
減
目

動
車（
Ｂ
̚
Ｖ
）、プ

ラ
グ
イ
ン
ϋ
イ
ϒ

リ
ッ
ド
車（
̥
̝
̚

Ｖ
）、
燃
料
電
஑
自

補
助
内
容
は
、次
の
通
り
。

▽
補
助
対
象
事
業
者
＝
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
者
の
ほ

か
、
自
Ո
用
঎
用
車
を
業
務

利
用
す
る
事
業
者
な
ど
で
、

事
業
規
模
の
੍
限
は
な
い

▽
補
助
対
象
＝
環
境
省
の

事
前
ొ
࿥
を
受
け
た
ト
ラ
ッ

ク
で
、
２
月
２
日
か
ら
９
年

１
月
15
日
ま
で
に
新
車
新
規

ొ
࿥
を
受
け
て
い
る
電
ؾ
自

ඪ
の
設
定
・
公
表
や
進
捗
の

第
ࡾ
者
検
証
な
ど
の
実
施
と

そ
の
公
表
が
条
件
。

申
請
は
༣
送
や
৴
書
便
、

持
参
の
ほ
か
、
電
子
ϝ
ー
ル

ま
た
は
補
助
金
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム「
Ｊ
グ
ラ
ン
ツ
」
に

よ
り
受
け
付
け
る
。
詳
細
は

̡
̚
Ｖ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ܝ
載
の
事
業
֓
要
な
ど
を
参

照
。▽

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境

༏
ྑ
車
ී
ٴ
機
構（
̡
̚
Ｖ

Ｏ
ʗ
☎
03
・
５
９
４
４
・
０

８
８
３
）

動
車（
̛
Ｃ
Ｖ
）お
よ
び
ॆ

電
設
備
で
、
申
請
台
数
に
原

則
੍
限
は
な
い

˞
車
両
૯
ॏ
量
２
・
５
㌧

超
は
事
業
用
・
自
Ո
用
、
同

２
・
５
㌧
以
下
は
事
業
用
の

み
対
象（
バ
ン
タ
イ
プ
を
含

む
）▽

補
助
額
＝
同
等
の
従

来
車
と
の
価
格
差
に
補

助
率
を
৐
じ
て
算
定
さ

τϥοΫؔࡦࢪ܎ʹؔ͢Δཁ๬ͱ݁Ռ全ト協
̔೥౓ ̗

̚
̫
な
Ͳ
ಋ
ೖ
අ
ิ
ॿ

঎
༻
車
౳
の
ి
動
化
ଅ
ਐ
事
業

ト
ラ
ỽ
Ϋ
ؔ
܎

ࣥ
ߦ
ஂ
ମ
̡
̚
̫
̤

̓ ೥ ౓
補ਖ਼༧算
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ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
元
年
へ
の

対
応
と
は

４
月
か
ら「
ന
ト
ラ
に
係

る
荷
主
等
へ
の
規
੍
」と「
ҕ

ୗ
次
数
੍
限（
２
回
以
内
）」

が
施
行
さ
れ
た（
ਤ
）。
あ
わ

せ
て
、
４
月
か
ら
大
手
荷
主

に
は「
物
流
統
括
੹
೚
者（
Ｃ

̡
Ｏ
）」の
選
೚
・
届
出
が
義

務
化
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、

今
後
は「
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
ڐ
可
の
更
新
（੍
５
年

ご
と
）」
の
導
入
や
、「
ඪ
準

的
運
௞
」
か
ら「
ద
正

原
価
」
へ
の
転
׵
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。
今
年

度
は「
ト
ラ
ッ
ク
ద
正

化
ݩ
年
」
と
ݴ
っ
て
も

い
い
だ
Ζ
う
。そ
こ
で
、

য
点
と
な
る
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
ま
と
め
て
み
た
。

こ
こ
で
は
、
改
正
ト

ラ
ッ
ク
法
の
う
ͪ
、
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
た
ന

ト
ラ
規
੍
以
֎
の
ҕ
ୗ

次
数
੍
限
と
、
一
ࡢ
年

４
月
の
事
業
法
改
正
、

な
ら
び
に
改
正
物
効
法

の
う
ͪ
、
今
年
４
月
か

ら
施
行
さ
れ
た
Ｃ
̡
Ｏ

の
選
೚
・
届
出
の
義
務

化
、
さ
ら
に
ࡢ
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
て
い

る
、
実
運
送
体
੍
管
理

฽
の
૬
ޓ
関
連
性
に
つ

い
て
ߟ
え
て
み
る
こ
と

に
し
よ
う
。

ま
ず
、
ҕ
ୗ
次
数
の
２
回

以
内
の
努
力
義
務
に
つ
い

て
、
35
年
༨
り
も
前
に
な
る

が
、
平
成
２
年
੍
定
の「
物

流
ೋ
法
」
ま
で
さ
か
の
΅
っ

て
み
る
こ
と
に
す
る
。「
物

流
ೋ
法
」
で
は
、
従
来
の
事

業
໔
ڐ
が
事
業
ڐ
可
と
な

り
、
ೝ
可
運
௞
は
事
前
届
出

੍
と
な
っ
た
。
大
き
な
規
੍

緩
和
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
、

事
業
者
数
が
増
加
し
て
き
た

の
は
प
知
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
規
੍
緩
和
で
事
業
者
数

が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
一

般
に
は「
ڝ
૪
が
激
し
く
な

っ
て
運
௞
が
下
が
っ
た
」
と

ݴ
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
う
だ
Ζ
う
か
。

規
੍
緩
和
で
増
加
し
た
の

は
、
大
部
分
が
最
低
車
両
保

有
台
数
５
台
に
ຬ
た
な
い
小

規
模
事
業
者
で
あ
る
。
こ
れ

ら
新
規
参
入
事
業
者
の
ほ
と

ん
ど
は
、
当
初
は
同
業
者
の

下
請
業
務
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
荷
主
と
の
直

઀
取
引
で
は
な
い
。
そ
の
た

め
、「
事
業
者
が
増
え
て
ڝ

૪
が
激
し
く
な
り
、
運
௞
が

下
が
る
」
こ
と
に
は
な
ら
な

事
業
者
へ
マ
イ
ナ
ス
転
嫁
で

き
る
構
଄
が
で
き
て
い
た
か

ら
だ
。

一
方
、
そ
の
よ
う
な
中
で

も
、
小
規
模
事
業
者
の
新
規

参
入
は
増
え
続
け
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
下
請
け
の
連
࠯
が

進
み
、
多
૚
構
଄
が
ܗ
成
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の

結
果
、
実
運
送
事
業
者
の
運

௞
は
下
が
り
続
け
た
。
そ
れ

で
も
経
営
が
維
持
で
き
た
の

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
低
௞
金

（
ほ
と
ん
ど
は
า
合
੍
）で

の
長
時
間
労
働
が
支
え
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
コ
ス
ト

を
軽
ແ・ࢹ
ࢹ
し
た
か
ら
だ
。

そ
れ
が
交
通
事
ނ
や
労
働
ࡂ

֐
な
ど
を
引
き
ى
こ
す
要
Ҽ

と
な
り
、
ͻ
い
て
は
業
界
の

社
会
的
地
位
の
低
下
に
も
つ

な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

実
運
送
体
制
管
理
簿
の

作
成
が
必
要

こ
の
よ
う
に
、
業
界
が
๊

え
る
ॾ
問
୊
の
ࠜ
ݯ
に
は
、

必
要
以
上
の
多
૚
構
଄
が
あ

る
と
ݴ
っ
て
も
過
ݴ
で
は
な

い
。
ド
ラ
イ
バ
ー
ෆ
଍
な
ど

も
、
ಥ
き
٧
め
れ
͹
実
運
送

事
業
者
の
低
௞
金
に
行
き
つ

く
。
こ
の
ω
Ψ
テ
ỹ
ϒ
・
ス

ύ
イ
ラ
ル
か
ら
脱
し
て
業
界

の
健
全
化
を
図
る
に
は
、
多

૚
構
଄
に
ϝ
ス
を
入
れ
な
け

れ
͹
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の

経
Ң
や
構
଄
的
問
୊
も
含
め

て
、
ҕ
ୗ
次
数
の
੍
限
を
受

け
止
め
る
΂
き
だ
Ζ
う
。

こ
の
ҕ
ୗ
次
数
の
੍
限
と

関
連
し
て
い
る
の
が
、
ࡢ
年

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る

「
実
運
送
体
੍
管
理
฽
の
作

成
」
で
あ
る
。
実
運
送
体
੍

管
理
฽
の
作
成
に
ۤ
労
し
て

い
る
と
い
う
事
業
者
も
い
る

が
、実
運
送
体
੍
の
管
理
は
、

ҕ
ୗ
次
数
੍
限
の
努
力
義
務

を
果
た
す
上
で
ෆ
可
ܽ
だ
。

さ
ら
に
、
そ
れ
に
関
連
し

て
く
る
の
が
、
荷
主
の
Ｃ
̡

Ｏ
の
選
೚
・
届
出
で
あ
る
。

荷
主
業
界
団
体
の
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
で
ฉ
く
限
り
、
ࡢ
年
後

半
ご
Ζ
ま
で
は
、
ݩ
請
事
業

者
に
対
し
て
実
運
送
体
੍
管

理
฽
の
提
出
を
求
め
る
荷
主

は
ま
だ
গ
数
だ
っ
た
。

し
か
し
、
４
月
か
ら
Ｃ
̡

Ｏ
の
選
೚
・
届
出
が
義
務
化

さ
れ
た
こ
と
で
、
今
後
は
実

運
送
体
੍
管
理
฽
の
提
出
を

求
め
る
荷
主
が
ঃ
ʑ
に
増
え

て
く
る
も
の
と
ࢥ
わ
れ
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
ॏ
ࢹ

す
る
荷
主（
Ｃ
̡
Ｏ
）に
と

っ
て
は
、
ݩ
請
事
業
者
が
ҕ

ୗ
次
数
੍
限
の
努
力
義
務
の

ൣ
ғ
内
に
収
ま
っ
て
い
る
か

ど
う
か
を
把
握
す
る
こ
と
も

ॏ
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
一
部
の
荷

主
企
業
で
は
、
ҕ
ୗ
次
数
੍

限
の
努
力
義
務
化
を
踏
ま

え
、
ࡢ
年
ご
Ζ
か
ら
ݩ
請
事

業
者
を
増
や
す
よ
う
な
動
き

も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。ೋ
次
ҕ
ୗ
ま
で
で
は
、

ط
ଘ
の
ݩ
請
事
業
者
の
中
に

は
車
両
を
確
保
で
き
な
く
な

る
έ
ー
ス
も
૝
定
さ
れ
る
か

ら
だ
。
そ
の
た
め
の
リ
ス
ク

ヘ
ッ
ジ
と
し
て
、
ݩ
請
事
業

者
を
増
や
し
て
お
こ
う
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
新

規
取
引
開
୓
の
ν
ャ
ン
ス
で

も
あ
る
。

た
だ
、
ٯ
の
見
方
を
す
る

と
、
実
運
送
体
੍
管
理
฽
の

作
成
や
ҕ
ୗ
次
数
の
੍
限

は
、
ݩ
請
事
業
者
が
荷
主
か

ら
選
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
も
ҙ
ຯ
し
て
い
る
。
従

来
は
、
荷
主
と
ݩ
請
事
業
者

間
の
運
௞
か
ら
マ
ー
ジ
ン
を

差
し
引
い
て
、
一
次
下
請
け

に
ҕ
ୗ
し
て
い
た
。
同
༷
に

ೋ
次
下
請
け
ࡾ、
次
下
請
け
、

そ
れ
以
下
と
引
き
算
の
連
࠯

だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
条
件
が
ѱ
化

し「
２
０
２
４
年
問
୊
」
に

つ
な
が
っ
て
き
た
。
こ
れ
か

ら
は
、「
ద
正
原
価
」を
継
続

的
に
下
回
ら
な
い
こ
と
が
、

実
運
送
事
業
者
の
義
務
と
な

る
。
す
る
と
、
実
運
送
事
業

者
の
運
௞
を
基
に
積
み
上
͛

て
い
く
଍
し
算
の
構
଄
に

な
る
の
で
、
ҕ
ୗ
次
数
が
多

い
ݩ
請
事
業
者
ほ
ど
、
荷
主

に
請
求
す
る
運
௞
は
高
く
な

る
。
そ
の
た
め
、
ݩ
請
事
業

者
自
਎
が
荷
主
か
ら
選
別
さ

れ
る
の
だ
。

事
業
許
可
更
新
の

ポ
イ
ン
ト
と
は

次
に
、「
ద
正
原
価
」と「
事

業
ڐ
可
更
新
੍
」
に
つ
い
て

ߟ
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
事

業
ڐ
可
更
新
੍
を
ど
の
よ
う

に
ଊ
え
る
か
だ
。
事
業
ڐ
可

は
、
有
ঈ
で
ଞ
人
の
貨
物
を

運
送
で
き
る「
資
格
」
で
あ

る
一
方
で
、
そ
れ
に
;
さ
わ

し
い「
資
࣭
」
を
備
え
た
事

業
者
で
あ
る
か
は
別
で
あ
る
。

い
の
で
あ
る
。
事
業
者
数
が

増
え
て
ڝ
૪
が
激
し
く
な
っ

た
こ
と
で
運
௞
が
下
が
っ
た

の
は
、
荷
主
と
事
業
者
間
の

運
௞
で
は
な
く
、
ݩ
請
事
業

者
と
下
請
事
業
者
間
の
運
௞

だ
っ
た
。

だ
が
、
当
時
は
バ
ϒ
ル
่

յ
後
で
、
各
企
業
が
経
営
再

構
ங
を
進
め
て
い
た
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
運
௞
の
値
下

͛
要
請
が
行
わ
れ
た
が
、
そ

れ
に
対
す
る
ݩ
請
事
業
者
の

఍
߅
力
は
、
ऑ
体
化
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
荷
主
か
ら
値

下
͛
を
求
め
ら
れ
れ
͹
、
そ

れ
以
上
の
値
下
͛
෯
を
下
請

「
資
࣭
」
に
問
୊
が
あ
る

の
は
、
先
ड़
の
よ
う
に
҆
い

運
௞
で
仕
事
を
受
஫
し
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
十
分
な

コ
ス
ト
を
か
け
ず
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
し
わ
د
せ
を
し
て
経

営
を
維
持
し
て
き
た
事
業
者

な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

「
資
࣭
」
に
ܽ
け
る
事
業
者

が
、
業
界
全
体
の
଍
を
引
っ

ு
っ
て
き
た
。

し
か
し
、一
度「
資
格
」を

得
て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ま
で

は
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限

り
、そ
の「
資
格
」を
ࣦ
う
こ

と
は
な
か
っ
た
。
今
後
は
定

期
的（
５
年
ご
と
）に
、事
業

ڐ
可
を
更
新
す
る
か
൱
か
が

判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
多
く
の
事
業
者

の
関
৺
事
は
、
ڐ
可
更
新
の

判
断
基
準
が
Կ
か
と
い
う
点

に
な
る
。
よ
く
ݴ
わ
れ
る
の

が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
だ

が
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は

当
然
の
前
提
で
あ
り
、
そ
れ

自
体
が
ڐ
可
更
新
の
可
൱
を

判
断
す
る
決
め
手
に
は
な
ら

な
い
。
も
ͪ
Ζ
ん
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
に
問
୊
が
あ
れ

͹
、
ڐ
可
を
更
新
し
な
い
判

断
材
料
に
は
な
る
が
、
ٯ
に

問
୊
が
な
く
て
も
ڐ
可
更
新

を
ೝ
め
る
要
Ҽ
に
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

適
正
原
価
の
人
件
費
が

判
断
基
準
に

で
は
、
ڐ
可
更
新
の
判
断

基
準
は
Կ
か
。
そ
れ
は「
ద

正
原
価
」
の
中
の「
全
産
業

平
均
௞
金
を
踏
ま
え
た
人
件

費
」と
ࢥ
わ
れ
る
。
こ
れ
が
、

「
ඪ
準
的
運
௞
」か
ら「
ద
正

原
価
」
へ
転
׵
す
る
理
༝
で

も
あ
る
。

平
成
30
年
12
月
、
令
和
６

年
４
月
、７
年
６
月
と
事
業

法
改
正
が
行
わ
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
事
業
法
改
正

（
改
正
物
効
法
や
体
੍
整
備

推
進
法
な
ど
を
含
む
）に
一

؏
し
て
い
る
目
的
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
経
ࡁ
的
・
社
会
的

地
位
の
向
上
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に「
ඪ
準
的
運
௞
」
が

導
入
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
運

௞
は
全
体
的
に
は
上
昇
し
て

き
た
。
事
業
者
の
収
入
は
増

え
、
利
益
も
わ
ず
か
な
が
ら

改
善
し
て
き
た
。
ド
ラ
イ
バ

ー
の
௞
金
も
上
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
؊
৺
な
の
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
௞
金
上
昇
率

が
全
産
業
平
均
を
下
回
っ
て

い
る
こ
と
だ
。
時
給
を
見
て

も
格
差
は
֦
大
し
て
お
り
、

「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
୊
」

は
ࠀ
෰
に
向
か
う
ど
こ
Ζ

か
、
む
し
Ζ
ਂ
ࠁ
さ
を
増
し

て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

「
ඪ
準
的
運
௞
」
を
੾
り
ޱ

に
運
௞
の
値
上
͛
を
進
め
て

も
、
問
୊
は
労
働
分
配
率
が

十
分
に
ॏ
ࢹ
さ
れ
て
い
な
い

点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
事
業
ڐ
可
更
新
の

判
断
に
お
け
る
最
大
の
ポ
イ

ン
ト
は
、「
ద
正
原
価
」の
中

の「
全
産
業
平
均
௞
金
を
踏

ま
え
た
人
件
費
」
に
な
る
も

の
と
ࢥ
わ
れ
る
。

以
上
は
、法
令
の「
解
આ
」

で
は
な
い
。
ච
者
な
り
の
法

令
の「
解
ऍ
」で
あ
る
。

τϥοΫదਖ਼Խೋ๏のظ࣌ߦࢪ� ౔ަ௨লʮτϥッΫదਖ਼Խೋ๏のϙイϯτʯΑΓࠃ：ྉࢿ

物
流
の
２
０
２
６
年
問
題
～
求
め
ら
れ
る
事
業
者
対
応

τϥοΫదਖ਼Խ
ಈ͚࢝ͯ޲ʹ
෺ྲྀδϟʔφϦεト

৿ా�෋࢜෉ࢯ�

ủ
෺
ྲྀ
の
̎
̌
̎
４
年
໰
୊
Ứに
Α
り
、

ক
དྷ
త
な
෺
ྲྀ
ة
ػ
΁
の
ݒ
೦
が
޿
͘
ڞ

༗
さ
れ
ͨ
こ
と
で
、෺
ྲྀ
ࣄ
業
ऀ
ͩ
͚
で

な
͘
、行
੓
、̔
ओ
、ফ
අ
ऀ
Λ
ؚ
Ί
ͨ
ର

Ԡ
が
進
Ί
ら
れ
て
͖
ま
し
ͨ
。
今
年
４
月

か
ら
は
、෺
ྲྀ
ޮ
཰
化
法ớ
改
正
෺
ޮ
法
Ờ

の
一
෦
施
行
お
Α
ͼ
՟
෺
ࣗ
ಈ
ं
運
送
ࣄ

業
法ớ
改
正
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
法
Ờに
Α
り
৽
ͨ

な
ஈ
֊
΁
と
Ҡ
行
し
、̔
ओ
ɾ
෺
ྲྀ
ࣄ
業

ऀ
૒
ํ
に
ن
੍
త
ા
ஔ
が
ಋ
ೖ
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
はủ
෺
ྲྀ
の
̎
̌
̎
̒
年

໰
୊
Ứと
΋
শ
さ
れ
、ର
Ԡ
が
進
Ί
ら
れ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ద
正
化
ೋ
法
の
施

行
΍
、গ
ࢠ
௒
ߴ
ྸ
化
ࣾ
ձ
Λ
എ
ܠ
と
す

るủ
෺
ྲྀ
の
̎
̌
̏
̌
年
໰
୊
Ứ΁
と
՝
୊

が
ଓ
͘
த
、ま
ͣ
はủ
෺
ྲྀ
の
̎
̌
̎
̒

年
໰
୊
Ứ΁
の
ର
Ԡ
が
不
Մ
ܽ
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、本
ࢴ
で
は
෺
ྲྀ
δ
Ỿ
ồ
φ

Ϧ
ε
τ
の
৿
ా
෋
࢜
෉
ࢯ
に
Α
る
、４
月

か
ら
の
法
改
正
΁
の
ର
Ԡ
ঢ়
گ
な
Ͳ
Λ
౿

ま
え
ͨ
今
ޙ
の
ݟ
௨
し
Λ
঺
հ
し
ま
す
。
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øý
೔

ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
タ

Ｔ
Ｏ
̠
̮
Ｏ
２
０
２
６
実

行
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
ϫ
ー
Ω

ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

øþ
೔

出
版
・
ҹ
࡮
・
੡
本
・

取
次
ઐ
໳
部
会
役
員
会

ù÷
೔

ঁ
性
部
正
෭
本
部
長

会
議
▽
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク

ઐ
໳
部
会
ҕ
員
会

ùø
೔

੨
年
部
װ
事
会

ùù
೔

物
流
経
営
࢜
課
ఔ

ùú
೔

東
ト
協
ド
ラ
イ
バ

ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
ֶ
Պ
ڝ

ٕ
ùû
೔

引
ӽ
ઐ
໳
部
会
役
員

会
▽
支
部
事
務
局
事
務
長

会
議
▽
事
務
長
連
བྷ
会
װ

事
会

øÿ
೔
 

15
時
＝
మ
߯
ઐ
໳

部
会
通
常
૯
会（
東
ト
૯

合
会
館
）

øĀ
೔
 

10
時
30
分
＝
૯
務

ҕ
員
会（
東
ト
૯
合
会
館

ʗ
Ｗ
ｅ
̱
ซ
用
）
˝
1�
時

30
分
＝
੨
年
部
װ
事
会

（
東
ト
૯
合
会
館
）

ù÷
೔
 

13
時
30
分
＝
物
流

経
営
࢜
課
ఔ（
東
ト
૯
合

会
館
）

【
４
月
16
～
30
日
】

【
５
月
16
～
31
日
】

ừ
ߓ
ࢧ
෦
Ử

˗
Ω
ャ
リ
ー
ω
ッ
ト
ג
ࣜ

会
社
＝
ߓ
۠
඿
দ
ொ
１
の
６

の
２
ؙ
ਆ
ビ
ル
２
階
▽
☎

03
・
６
４
３
５
・
８
９
０
２

▽
一
般
貨
物
運
送（
け
ん
引

車
２
台
、特
घ
車
８
台
）、利

用
運
送

ừ
େ
ా
ࢧ
෦
Ử

˗
ג
ࣜ
会
社
オ
ー
シ
ャ
ン

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
＝
大
ా
۠

東
ւ
４
の
３
の
１
東
京
ւ
貨

セ
ン
タ
ー
３
０
８
▽
☎
03
・

６
３
０
３
・
６
９
７
０
▽
一

般
貨
物
運
送（
被
け
ん
引
車

５
台
、け
ん
引
車
５
台
）

ừ
ߐ
ށ
઒
ࢧ
෦
Ử

˗
ϕ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
ג
ࣜ

会
社
＝
ߐ
ށ
઒
۠
一
೭
ߐ
１

の
３
の
５
▽
☎
03
・
５
６
０

７
・
０
７
５
４
▽
一
般
貨
物

運
送（
ී
通
車
７
台
、
小
型

車
３
台
）

ùù
೔
 

16
時
＝
ॏ
量
品
ઐ

໳
部
会
通
常
૯
会（
ス
ύ

リ
κ
ー
ト
ϋ
ϫ
イ
ア
ン

ズ
）
˝
16
時
30
分
＝
同
ݚ

म
会（
同
）
˝
1�
時
＝
同

࠙
਌
会（
同
）

ùü
೔
 

1�
時
＝
取
扱
事

業
・
積
合
ઐ
໳
部
会
役
員

会（
東
ト
૯
合
会
館
）
˝

15
時
＝
東
京
高
速
ಓ
࿏
交

通
҆
全
協
議
会
常
೚
理
事

会（
同
）

ùý
೔
 

12
時
＝
ロ
ジ
ݚ
正

෭
本
部
長
会
議
・
װ
事

会
合
同
会
議（
東
ト
૯
合

会
館
）
˝
12
時
�5
分
＝
交

通
Ҩ
ࣇ
財
団
理
事
会（
同
）

˝
13
時
30
分
＝
理
事
会

（
同
ʗ
Ｗ
ｅ
̱
ซ
用
）
˝

15
時
＝
཮
ࡂ
防
東
京
都
支

部
会
常
೚
理
事
会
・
理
事

会
合
同
会
議（
同
）
˝
15

時
30
分
＝
東
ト
੓
連
正
෭

会
長
会
・
東
ト
協
੓
ݚ
װ

事
会
合
同
会
議（
同
）

ùþ
೔
 

13
時
30
分
＝
物
流

経
営
࢜
課
ఔ（
東
ト
૯
合

会
館
）

ùĀ
೔
 

1�
時
＝
ト
ラ
ッ
ク

フ
ỻ
ス
タ
Ｔ
Ｏ
̠
̮
Ｏ
２

０
２
６
実
行
プ
ロ
ジ
ỻ
ク

ト
ϫ
ー
Ω
ン
グ
グ
ル
ー
プ

会
議（
東
ト
૯
合
会
館
ʗ

Ｗ
ｅ
̱
ซ
用
）

úø
೔
 

８
時
＝
東
ト
協
ド

ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト

実
Պ
ڝ
（ٕ
ܯ
ࢹ
ி
෎
中

運
転
໔
ڐ
ࢼ
ݧ
場
）

ừ
ଟ
ຎ
ࢧ
෦
Ử

˗
ג
ࣜ
会
社
ト
ラ
ン
ス
ポ

ー
ト
・
Χ
ー
ΰ
＝
調
෍
ࢢ
٠

໺
台
１
の
20
の
２
ࣲ
࡚
ϐ
ュ

ア
ラ
イ
フ
２
の
１
０
１
▽
☎

０
４
２・４
４
４・３
２
８
３

▽
一
般
貨
物
運
送（
ී
通
車

７
台
、小
型
車
１
台
）、軽
車

両
運
送（
４
台
）、利
用
運
送

౔
԰

ت
୅
ࢠ
）ࢯ
丸
武

運
輸
会
長
・
中
央
支
部
）５

月
７
日
、死
去
。
享
年
92
歳
。

告
別
式
は
18
日
、
江
東
区
の

霊
巌
寺
で
社
葬
と
し
て
執
り

行
う
。
喪
主
は
、信
之
氏
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

４
月
1�
日
、
東
ト
૯
合
会
館

で
、
令
和
８
年
度「
環
境
対

け
、
新
た
に
２
０
３
５
年
ま

で
に
、
Թ
ࣨ
効
果
Ψ
ス
排
出

量
を
２
０
０
０
年
比
60
％
以

上
削
減
す
る
目
ඪ
を
ܝ
͛

た
。
環
境
に
や
さ
し
い
車
両

の
導
入
に
加
え
、
ݱ
有
車
両

で
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
も
ॏ
要
。

東
ト
協
の
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ

プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
や
貨
物
輸
送

ධ
価
੍
度
の
ப
で
あ
る
エ
コ

ド
ラ
イ
ϒ
は
ҙ
義
が
あ
り
、

੍
度
参
加
を
通
じ
、
と
も
に

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
ड़
΂
た
。

続
い
て
、
同
課
の
Ӭ
Ҫ
৴

޾
）ࢯ
低
公
֐
化
支
援
担
当
）

が
、
Ｃ
̣
Ｇ（
ѹ
ॖ
ఱ
然
Ψ

ス
）・̝
Ｖ（
ϋ
イ
ϒ
リ
ッ
ド
）

ト
ラ
ッ
ク
導
入
補
助
金
や
都

環
境
保
全
資
金
に
よ
る
༥

資
に
つ
い
て
આ
（໌
ผ
ܝ
ࢀ

র
）。
̝
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
の
補

助
は
、７
月
に
受
付
開
始
の

見
ࠐ
み
と
し
た
。

ま
た
、
都
産
業
労
働
局
産

業
エ
ω
ル
Ϊ
ー
੓
策
部
計
画

課
の
౬
઒
஧
ढ़
）ࢯ
産
業
੓

策
担
当
）が
、
企
業
の
̨
̲

ｏ
̿
ｅ
３（
物
流
分
໺
）
対

策
促
進
事
業（
཮
上
輸
送
）

に
つ
い
て
解
આ
。
７
年
度
の

同
事
業
は
４
月
30
日
で
申
請

受
付
を
ऴ
ྃ
し
た
が
、
今
年

度
は
５
月
下
०
に
詳
細
を
公

表
す
る
予
定
。

こ
の
後
、
東
ト
協
業
務
部

の
前
઒
એ
ক
෭
参
事
が
環
境

対
応
補
助
事
業（
ผ
ܝ
ࢀ
র
）

を
、
財
務
部
の
Ԟ
原
正
人
交

応
支
援
策
આ
໌
会
」（
Ｗ
ｅ
̱

ซ
用
）を
開
࠵
し
、
東
京
都

や
東
ト
協
の
補
助
金
・
༥
資

੍
度
な
ど
に
つ
い
て
આ

໌
し
た
。

આ
໌
会
に
は
、
都
環

境
局
環
境
改
善
部
の
東

ᑍ
ࠨ
ֆ
子
自
動
車
環
境

課
長
が
出
੮
。
東
ᑍ
課

長
は「
都
は
ࡢ
年
、『
２

０
５
０
東
京
ઓ
ུ
』
を

取
り
ま
と
め
、
２
０
５

０
年
θ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
東
京
の
実
ݱ
に
向

東
ト
協
は

令
和
８
年
度

事
業
と
し

て
、
５
月
15

日
か
ら「
環

境
性
能
༏
ྑ

ト
ラ
ッ
ク
導

入
補
助
事

業
」、６
月
１

日
か
ら「
省

エ
ω
対
策
用

機
ث
導
入
補

な
い
こ
と
）

˗
申
請
受
付
期
間
＝
５
月

15
日
～
９
年
１
月
2�
日	

４

～
６
月
の
ొ
࿥
車
両
は
７
月

31
日
ま
で
）

˗
対
象
車
両
＝
都
内
を
使

用
の
本
拠
の
位
置
と
す
る
新

車
新
規
ొ
࿥
車
で
、
車
両
૯

ॏ
量
２
・
５
㌧
超
の
事
業
用

環
境
性
能
༏
ྑ
ト
ラ
ッ
ク
ʗ

①
ఱ
然
Ψ
ス（
Ｃ
̣
Ｇ
ま
た

は
̡
̣
Ｇ
）ト
ラ
ッ
ク
、
②

ϋ
イ
ϒ
リ
ッ
ド（
̝
Ｖ
）ト

ラ
ッ
ク
、③
電
）ؾ
̚
Ｖ
）ト

ラ
ッ
ク
、
ᶆ
燃
料
電
஑（
̛

Ｃ
Ｖ
）ト
ラ
ッ
ク

˞
̚
Ｖ
・
̛
Ｃ
Ｖ
ト
ラ
ッ

ク
は
、
車
両
の
使
用
者
が
、

中
小
企
業
者（
資
本
金
３
億

円
以
下
ま
た
は
従
業
員
数

３
０
０
人
以
下
）に
限
る

˗
補
助
台
数
＝
̚
Ｖ
ト
ラ

ッ
ク
１
社
20
台
ま
で（
東
ト

協
補
助
金
分
）、
Ｃ
̣
Ｇ
ま

た
は
̡
̣
Ｇ
・
̝
Ｖ
・
̚
Ｖ
・

̛
Ｃ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク（
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
予
算
内
）

˗
補
助
額
＝
車
छ
別
の
補

助
額
は
Լ
表
の
通
り
。購
入・

リ
ー
ス
い
ず
れ
も
同
額

  

˗
申
請
手
続
き
＝
事
前
申

請
を
基
本
に
交
付
決
定
を

受
け
た
新
規
ొ
࿥
車
で
、９

年
３
月
12
日
ま
で
に
ొ
࿥
完

ྃ
、
同
1�
日
ま
で
に
実
੷
報

告
が
可
能
な
こ
と

ở
ল
Τ
ω
対
ࡦ
༻
ػ
ث
ಋ
ೖ

ิ
助
Ỡ

˗
補
助
対
象
者
＝
東
ト
協

会
員
事
業
者
で
、
都
内
を
使

用
の
本
拠
の
位
置
と
す
る
事

業
用
貨
物
自
動
車
に
、
省
エ

ω
対
策
用
機
ث
を
初
め
て
導

入
す
る
事
業
者

˗
申
請
受
付
期
間
＝
６
月

１
日
～
９
年
２
月
26
日（
予

定
台
数
・
予
算
࿮
に
達
し
た

時
点
で
受
付
ऴ
ྃ
）

˗
ཹ
ҙ
事
߲
＝
国
の
補
助

社
あ
わ
せ
て
５
台
ま
で
）

˕
環
境
タ
イ
Ϡ（
リ
ト
レ

ッ
ド
タ
イ
Ϡ
）

˗
補
助
額
＝
購
入
・

サ
ϒ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

（
定
額
利
用
）サ
ー
ビ
ス

価
格
の
２
分
の
１
ま
た

は
５
万
円（
上
限
）の

ど
ͪ
ら
か
গ
な
い
金
額

˞
ϒ
リ
ξ
ス
ト
ン
タ

イ
Ϡ
ι
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ジ
ャ
ύ
ン
の
ト
ー
タ
ル

ύ
ッ
έ
ー
ジ
プ
ラ
ン
、

ॅ
༑
ΰ
ム
工
業
の
エ
コ

ス
マ
ー
ト
プ
ラ
ン
が
対

象（
８
年
度
内
の
期
間

を
含
む
ܖ
約
に
限
る
）

˗
補
助
事
業
者
数
＝

60
社（
１
社
１
申
請
の

み
）詳

細
は
、
東
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ

な
ど
が
あ
る
場
合
、
そ
の
額

に
応
じ
て
補
助
を
減
額
す
る

こ
と
が
あ
る

˞
補
助
対
象
機
ث
・
補
助

額
・
補
助
࿮
は
、次
の
通
り

˕
エ
コ
ド
ラ
イ
ϒ
管
理
シ

ス
テ
ム（
̚
̢
̨
）・
ド
ラ
イ

ϒ
レ
コ
ー
ダ
ー（
Ｄ
̧
）機
ث

˗
補
助
額（
定
額
）
＝
１

万
円˗

補
助
台
数
＝
４
０
０
台

（
̚
̢
̨
・
Ｄ
̧
機
ث
あ
わ

せ
て
１
社
15
台
ま
で
）

˕
エ
ア
ώ
ー
タ
・
車
載
バ

ッ
テ
リ
ー
ࣜ
ྫྷ
๪
૷
置

˗
補
助
額
＝
購
入
・
リ
ー

ス
価
格
の
２
分
の
１
ま
た
は

６
万
円（
上
限
）の
ど
ͪ
ら

か
গ
な
い
金
額

˞
１
台
の
車
両
に
両
૷
置

を
導
入
す
る
場
合
、
対
象
は

ど
ͪ
ら
か
機
ث
１
台
分
の
み

˗
補
助
台
数
＝
20
台（
１

助
事
業
」
を
実
施
し
、
東
京

都（
ผ
ܝ
ࢀ
র
）や
国
の
支
援

策
と
あ
わ
せ
て
会
員
事
業
者

の
環
境
対
応
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
。
ࡢ
今
の
燃
料
価

格
高
ಅ
に
対
し
、
燃
費
向
上

や
事
ނ
低
減
が
コ
ス
ト
削
減

に
有
効
な
エ
コ
ド
ラ
イ
ϒ
の

推
進
と
と
も
に
、
੍
度
の
活

用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ở
؀
ڥ
ੑ
ೳ
༏
ྑ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ

ಋ
ೖ
ิ
助
Ỡ

˗
補
助
対
象
者
＝
東
ト
協

会
員
事
業
者（
会
費
ະ
ೲ
が

ở
౎
؀
ڥ
อ
શ
ࢿ
ۚ
Ỡ

中
小
企
業
者（
ݸ
人
事
業

者
を
含
む
）が
指
定
低
公
・֐

低
燃
費
車
を
購
入
す
る
際
、

都
が
༥
資
を
あ
っ
せ
ん
し
、

東
京
৴
用
保
証
協
会
の
৴
用

保
証
に
よ
り
取
扱
金
༥
機
関

が
༥
資
。
༥
資
利
率
が
低
利

で
、
都
が
利
子
補
給
や
৴
用

保
証
料
を
補
助
す
る
。

ー
θ
ル
車
規
੍
に
ద
合
ま
た

は
規
੍
対
象
֎
、
ᶆ
৐
用
車

か
ら
貨
物
車
な
ど
、
使
用
目

的
が
ҟ
な
る
自
動
車
へ
の
ങ

い
׵
え
で
な
い
―
―
の
各
条

件
を
す
΂
て
ຬ
た
す
場
合

˙
༥
資
限
度
額
＝
１
企
業

１
億
円

˙
༥
資
利
率
＝
受
付
時
の

長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
以
内

（
ݻ
定
金
利
、年
利
）

˙
ି
付
期
間
＝
７
年
以
内

˙
ঈ
ؐ
方
法
＝
毎
月
ݩ
金

均
等
ฦ
）ࡁ
ݩ
金
６
か
月
ਾ

置
）˙

補
助
率
＝
利
子
補
助
２

分
の
１
ʗ
保
証
料
補
助
３
分

の
２˙

申
請
受
付
期
間
＝
４
月

１
日
～
９
年
３
月
31
日

˙
申
ࠐ
先
＝
取
扱
金
༥
機

関ởѹ
ॖ
ఱ
વ
Ψ
εớ
̘
̣
̜
Ờ

ࣗ
ಈ
ं
ಋ
ೖ
ิ
助
Ỡ

˙
補
助
対
象
者
＝
都
内
の

中
小
企
業
者
な
ど

˙
補
助
対
象
車
両
＝
Ｃ
̣

Ｇ
自
動
車（
車
両
૯
ॏ
量
３・

５
㌧
以
下
を
আ
く
）

˙
補
助
額
＝
①
車
両
૯
ॏ

量
８
㌧
超
ʗ
１
台
20
万
円
、

②
同
８
㌧
以
下
３
・
５
㌧
超

ʗ
１
台
10
万
円

˙
受
付
期
間
＝
４
月
１
日

～
９
年
２
月
26
日

˙
実
੷
報
告
の
期
限
＝
９

年
３
月
31
日

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
京

都
環
境
局
環
境
改
善
部
自
動

車
環
境
課
低
公
֐
化
支
援
担

当（
☎
03
・
５
３
８
８
・
３

５
３
５
）

˙
༥
資
対
象
車
両
な
ど
＝

指
定
低
公
֐
・
低
燃
費
車
へ

の
ങ
い
׵
え
＝
所
有
の
都
内

ొ
࿥
車
両
を
ಓ
࿏
運
送
車
両

法
に
基
づ
く
ຣ
ফ
を
行
い
、

①
車
両
૯
ॏ
量
が
同
等
ఔ
度

へ
の
ങ
い
׵
え
、
②
ഇ
車
す

る
車
両
の
車
検
証
上
の
所
有

者
が
申
ࠐ
者
と
同
一
、
③
ഇ

車
す
る
自
動
車
が
都
の
σ
ỹ

付
金
会
計
担
当
部
長
が
、
第

�6
回
地
方
ۙ
୅
化
基
金
༥
資

੍
度
や
৴
用
保
証
料
助
成
੍

度
を
঺
հ
し
た
。

さ
ら
に
、
８
年
度「
貨
物

輸
送
ධ
価
੍
度
」
の
֓
要
や

申
請
方
法
に
つ
い
て
も
આ

໌
。
༣
送
・
ϝ
ー
ル
申
請
は

５
月
20
日（
必
ண
）、૭
）ޱ
持

参
）は
同
22
日
午
後
５
時
を

క
め
੾
り
と
し
、
東
ト
協
で

受
け
付
け
る
。

せ
先
＝
東
ト
協
業
務
部
交

通
・
環
境
Ｇ「
環
境
対
策
૭

ޱ
」（
☎
03
・
３
３
５
９
・
３

６
１
７
）

ೳ༏ྑτϥοΫंछผಋೖิॿֹҰཡੑڥ؀ ʢ単位：ສԁʣ

区　分
ผɾิॿؔػ܎ؔ （ֹݶ্ֹ）

ิॿֹܭ
（౎ʴτϥοΫڠձ）ڥ؀ল ౦ژ౎

（　）͸200୆ະຬ
τϥοΫڠձ
（全τڠ分ؚΉ）

$/(τϥοΫ-/(　　　　

খܕ

ඪ४త೩අ
ਫ४ं྆ͱͷ
ֹࠩͷ1�2

10.0 12.2 22.2
தܕ 10.0 45.9 55.9
େܕ 20.0 100.0 120.0

̝̫τϥοΫ

খܕ 16.4
	� 41.7
 9.7 51.4

தܕ 57.1
	145.2
 33.5 178.7

େܕ 57.1 60.0 117.1

&7τϥοΫ খܕ ඪ४త೩අ
ਫ४ं྆ͱͷ
ֹࠩͷ2�3

˞1 60.0 60.0

'$7τϥοΫ খܕ ˞2 30.0 30.0

४ֹʹ3�2Λֹ͔͚ͨجলڥͷิॿֹΛআ͍ͨ؀ࠃ　1˞
˞2　ं྆ຊ体Ձ͔֨Βࠃͷิॿֹͱ͕༷࢓ಉ౳ͷσΟʔθϧं྆ຊ体Ձ֨Λͻֹ͍ͨ

目
標
達
成
へ
補
助
の
活
用
を

脱
炭
素
・
環
境
負
荷
低
減
・
省
エ
ネ
対
策
の
推
進
へ

౦
ト
協

̔
೥
౓

؀
ڥ
ର
Ԡ
ࢧ
ԉ
ࡦ
આ
໌
ձ

̔
೥
౓

東
京
都
の
支
援
策

東ト協
̔೥౓ 環境対応支援策
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東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

４
月
１
日
か
ら
、
令
和
８
年

度「
運
行
管
理
者
一
般
ߨ
श

受
ߨ
料
助
成
」
の
申
請
受
付

を
行
っ
て
い
る
。
受
付
期
間

は
９
年
３
月
12
日
ま
で（
先

ண
順
ʗ
予
算
額
に
達
し
次

第
、
受
付
ऴ
ྃ
）。
運
行
管

理
者
の
ߨ
श
受
ߨ
は
法
令
で

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
知

ࣝ
の
向
上
を
通
じ
て
日
ʑ
の

運
行
管
理
の
҆
全
性
確
保
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
運
行

管
理
者
が
確
実
に
受
ߨ
す
る

よ
う
、
積
ۃ
的
な
活
用
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

ở
助
成
対
象
者
Ỡ

会
員
事
業
者
の
都
内
事
業

所
に
て
選
೚
さ
れ
て
い
る
運

行
管
理
者
で
、
法

令
の
規
定
に
よ
り

８
年
度
中
に
一
般

ߨ
श
の
受
ߨ
義
務
の
あ
る
者

ở
助
成
対
象
講
習
Ỡ

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸

送
҆
全
規
則
に
基
づ
き
、
国

土
交
通
大
ਉ
が
定
め
た
ߨ
श

の
う
ͪ
、
ߨ
श
ೝ
定
機
関
が

実
施
す
る
運
行
管
理
者
一
般

ߨ
श（
貨
物
）で
、実
施
期
間

中
に
受
ߨ
お
よ
び
受
ߨ
料
の

支
෷
い
が
完
ྃ
し
た
も
の
。

˞
ೝ
定
機
関
に
つ
い
て

は
、
自
動
車
૯
合
҆
全
৘
報

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
̝
̥
）の

「
運
行
管
理
者
に
つ
い
て
」

を
参
照

ở
助
成
人
数
・
助
成
額
Ỡ

１
会
員
事
業
者
に
つ
き
支

部
ొ
࿥
台
数
分
ま
で（
上
限

10
人
）、
１
人
に
つ
き
３
２

協
業
務
部
交
通
・
環
境
Ｇ
Ѽ

て
に
༣
送
、
ま
た
は
持
参
な

ど
に
よ
り
提
出
す
る（
今
年

度
よ
り
ఴ
付
書
類
の
提
出
は

省
ུ
し
、手
続
き
を
簡
ૉ
化
）。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
ࠐ
先

＝
東
ト
協
業
務
部
交
通
・
環

境
Ｇ（
☎
03
・
３
３
５
９
・

３
６
１
８
）

０
０
円
を
上
限
と
し
て
、
対

象
ߨ
श
の
受
ߨ
料
を
助
成

ở
申
請
方
法
Ỡ

東
ト
協
̝
̥
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
申
請
༷
ࣜ
に
必

要
事
߲
を
ه
入
の
上
、
東
ト

貨
物
自
動
車

運
送
事
業
な
ど

の
༏
ྑ
運
転
者

を
表
জ
す
る
、

令
和
８
年
関
東

運
輸
局
長
お
よ

び
東
京
運
輸
支

局
長
表
জ
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
൐
い
、
東

ト
協
の
会
員
事

業
所
に
お
け
る

該
当
者
に
つ
い
て
は
、
次
の

要
ྖ
で
所
ଐ
支
部
を
通
じ

て
、
期
限
ま
で
に
推
ન
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
関
東
運
輸
局
長
表
彰

ở
表
彰
の
範
囲
Ỡ

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
な

ど
の
事
業
用
自
動
車
の
運
転

②「
੹
೚
事
ނ
が
な
い
」

と
は
、
運
転
者
の
੹
に
ؼ
す

΂
き
事
༝
に
よ
り
、
自
動
車

の
運
行
に
お
い
て
、
ଞ
人
の

਎
体
・
生
໋
・
財
産
を
֐
し

た
事
ނ
が
な
い
こ
と
を
い

う
。
ま
た
、
５
月
31
日（
基

準
日
）よ
り
Ḫ
っ
て
、
過
ڈ

３
年
間
に
お
い
て
交
通
ҧ
反

（
軽
ඍ
な
も
の
を
含
む
）が

な
い
者
に
限
る

③
都
内
の
営
業
所
に
ۈ
務

し
て
い
る
者
に
限
る

◆
東
京
運
輸
支
局
長
表
彰

ở
表
彰
の
範
囲
Ỡ

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
な

ど
の
事
業
用
自
動
車
の
運
転

者
と
し
て
、
団
体
長（
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
等
）の

表
জ
を
受
け
た
模
ൣ
者
で
、

者
と
し
て
、
運
輸
支
局
長
の

表
জ
を
受
け
た
模
ൣ
者
で
、

５
月
31
日（
基
準
日
）に
お

い
て
ຬ
15
年
以
上
ۈ
続
し
、

੹
೚
事
ނ
が
な
い
者

ở
表
彰
期
日
Ỡ

10
月

ở
提
出
期
日
Ỡ

６
月
1�
日（
金
）必
ண

ở
表
彰
対
象
Ỡ

①
事
業
用
貨
物
自
動
車
の

運
転
者（
助
手
・
補
助
期
間

を
আ
く
）と
し
て
、
ຬ
15
年

以
上
ۈ
続
し
て
い
る
期
間

の
う
ͪ
ݱ、
事
業
所（
統
合
・

分
割
期
間
を
含
む
）に
引
き

続
き
、
ຬ
５
年
以
上
ۈ
続
し

て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ۈ

続
期
間
中
に
中
断
が
あ
る
時

は
、そ
の
中
断
期
間
を
আ
き
、

前
後
の
期
間
を
通
算
す
る

５
月
31
日（
基
準
日
）に
お

い
て
ຬ
10
年
以
上
ۈ
続
し
、

੹
೚
事
ނ
が
な
い
者

ở
表
彰
期
日
Ỡ

９
月

ở
提
出
期
日
Ỡ

７
月
３
日（
金
）必
ண

ở
表
彰
対
象
Ỡ

①
事
業
用
貨
物
自
動
車
の

運
転
者（
助
手
・
補
助
期
間

を
আ
く
）と
し
て
、
ຬ
10
年

以
上
ۈ
続
し
て
い
る
期
間

の
う
ͪ
ݱ、
事
業
所（
統
合
・

分
割
期
間
を
含
む
）に
引
き

続
き
、
ຬ
５
年
以
上
ۈ
続
し

て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ۈ

続
期
間
中
に
中
断
が
あ
る
時

は
、そ
の
中
断
期
間
を
আ
き
、

前
後
の
期
間
を
通
算
す
る

②「
੹
೚
事
ނ
が
な
い
」

と
は
、
運
転
者
の
੹
に
ؼ
す

΂
き
事
༝
に
よ
り
、
自
動
車

の
運
行
に
お
い
て
、
ଞ
人
の

਎
体
・
生
໋
・
財
産
を
֐
し

た
事
ނ
が
な
い
こ
と
を
い

う
。
ま
た
、
５
月
31
日（
基

準
日
）よ
り
さ
か
の
΅
っ
て
、

過
ڈ
３
年
間
に
お
い
て
交
通

ҧ
反（
軽
ඍ
な
も
の
を
含
む
）

が
な
い
者
に
限
る

③
都
内
の
営
業
所
に
ۈ
務

し
て
い
る
者
に
限
る

˞
関
運
局
長
・
東
運
支
局
長

の
各
表
জ
に
関
す
る
提
出
書

類
は
、い
ず
れ
も
次
の
通
り
。

提
出
書
類
に
は
、
自
動
車
҆

全
運
転
セ
ン
タ
ー
の「
ແ
事

ނ
ແ
ҧ
反
証
໌
書
」
お
よ
び

「
運
転
ه
࿥
証
໌
書
」
の
両

方
を
ఴ
付
す
る
こ
と

ở
提
出
書
類
Ỡ

①
ཤ
ྺ
書
、
②
ࡏ
職
証
໌

書
、
③
事
業
主
の
ແ
事
ނ
証

໌
書
、
ᶆ
੹
೚
事
ނ
に
関
す

る
申
立
書
、
ᶇ
ແ
事
ނ
ແ
ҧ

反
証
໌
書
、
ᶈ
運
転
ه
࿥
証

໌
書（
５
年
間
）

˞
ᶇ
ᶈ
は
５
月
１
日
以
降
ൃ

行
の
も
の

ở
提
出
部
数
Ỡ

各
１
部（
̖
４
判
、
ԣ
書

き
ʗ
ཪ
ന
、
ク
リ
ッ
プ
止
め

ʗ
ホ
ν
Ω
ス
で
௲
じ
な
い
こ

と
、ϫ
ー
プ
ロ
ҹ
࡮
）

な
お
、
各
表
জ
の
提
出
書

類
の
༷
ࣜ
は
、
東
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
各
支

部
ま
た
は
東
ト
協
૯
務
部
૯

務
・
支
部
支
援
Ｇ（
☎
03
・

３
３
５
９
・
６
２
５
２
）

東
ト
協
は
４
月
か
ら
、
労

務
関
係
推
進
事
業
と
し
て
令

和
８
年
度「
労
務
૬
ஊ
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。
実
施
期

間
は
９
年
３
月
末
ま
で
。

２
０
２
４
年
４
月
に
施
行

さ
れ
た
改
善
基
準
告
ࣔ
に
よ

り
、
自
動
車
運
転
業
務
に
対

す
る
時
間
֎
労
働
の
上
限
規

੍
が
続
く
中
、
業
界
で
は
労

働
時
間
୹
ॖ
な
ど
、
働
き
方

改
ֵ
の
推
進
や
ద
正
な
労
務

管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
東
ト
協
で
は

労
務
૬
ஊ
員（
社
会
保
ݥ
労

務
࢜
）２
人
と
ܖ
約
し
、
同

規
੍
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、

給
༩
体
ܥ
や
ब
業
規
則
の
見

直
し
、
解
雇
の
手
続
き
や
労

使
間
ト
ラ
ϒ
ル
な
ど
、
労
務

管
理
に
関
わ
る
各
छ
問
୊
の

解
決
に
向
け
て
、
会
員
事
業

者
か
ら
の
૬
ஊ
に
応
じ
て
い

る
。૬

ஊ
費
用
は
ແ
料（
東
ト

協
が
負
担
）。
な
お
、
ब
業

規
則
の
作
成
な
ど
૬
ஊ
以
֎

の
費
用
は
、
申
ࠐ
者
の
負
担

と
な
る
。

૬
ஊ
は
事

前
予
約
੍
。

申
し
ࠐ
み
は

東
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ܝ
載「
令
和
８
年

度
労
務
૬
ஊ
申
ࠐ
み
に
つ
い

て
」の「
申
ࠐ
フ
ォ
ー
ム（
会

員
ઐ
用
）」よ
り
送
৴
、ま
た

は
申
ࠐ
書
に
ه
入
し
、
̛
̖

̭
ま
た
は
༣
送
す
る
。
申
し

東
ト
協
は
、
令
和
８
年
度

の「
҆
全
性
༏
ྑ
事
業
所
ೝ

定
੍
度
」（
Ｇ
マ
ー
ク
੍
度
）

の
申
請
受
付
に
先
立
ͪ
、６

月
に
本
部
会
場（
東
ト
૯
合

会
館
）と
多
ຎ
支
部
会
場（
ࡾ

多
ຎ
自
動
車
会
館
）で
、
ݸ

別
の
事
前
૬
ஊ
会
を
開
࠵
す

る
。
参
加
費
は
ແ
料
。

対
象
は
、
新
規
お
よ
び
更

新
申
請（
主
に
申
請
方
ࣜ
・̖

Ｃ
）を
予
定
し
、

申
請
に
必
要
な

書
類
の
事
前
点

検
を
ر
๬
す
る

事
業
者
。
૬
ஊ
会
で
は
、
事

業
者
が
準
備
し
た
書
類
に
つ

い
て
、
ద
正
化
指
導
員
が
ݸ

別
૬
ஊ
に
応
じ
る
。

開
࠵
֓
要
は
次
の
通
り
。

▽
本
部
会
場
＝
６
月
1�
・

1�
日
の
２
日
間
ʗ
定
員
は
各

日
35
社
ఔ
度
ʗ
受
付
期
間
＝

６
月
1�
日
ま
で（
５
月
15
日

か
ら
受
付
開
始
）

˞
東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
̝
̥
）の「
申
ࠐ
フ
ォ
ー
ム
」

か
ら
申
し
ࠐ
む
。
申
し
ࠐ
み

後
の
Ω
ャ
ン
セ
ル
や
変
更

は
、
ద
正
化
事
業
部
へ
電
࿩

連
བྷ
を
す
る
こ
と

▽
多
ຎ
支
部
会
場（
多
ຎ

支
部
会
員
限
定
）
＝
６
月

22
・
23
日
の
２
日
間
ʗ
定
員

は
各
日
20
社
ఔ
度

˞
多
ຎ
支
部
へ
電
࿩
で
申

し
ࠐ
む

詳
細
は
、
東
ト
協
̝
̥
を

参
照
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
ࠐ
先

＝
東
ト
協
ద
正
化
事
業
部

（
☎
03
・
３
３
５
９
・
４
１

３
８
）、多
ຎ
支
部（
☎
０
４

２
・
５
２
４
・
３
４
６
９
）

東
ト
協
は
、
令
和
８
年
度

「
健
康
૬
ஊ
૭
ޱ
」
を
設
置

し
、
会
員
事
業
所
に
ۈ
務
す

る
従
業
員
お
よ
び
そ
の
被
ැ

ཆ
者
、
ೋ
਌
等
以
内
の
Ո
଒

を
対
象
に
、

利
用
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

本
૭
ޱ

は
、「
一
人
で
๊
え
ࠐ
ま
な

い
で
、
先
ず
は
૬
ஊ
を
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
か
ら
だ
と

こ
こ
Ζ
の
両
໘
の
健
康
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
も
の
。
ઐ
໳
資

全
日
本

ト
ラ
ッ
ク

協
会
は
、

令
和
８
年

度「
中
小

企
業
大
ֶ

ߍ
ߨ
࠲
受

ߨ
促
進
助

成
੍
度
」

を
実
施
し

て
い
る
。

こ
れ
に
൐

ແ
料
。
か
ら
だ
の
健
康
૬
ஊ

の
受
付
時
間
は
、
2�
時
間
３

６
５
日
年
中
ແ
ٳ
。
こ
こ
Ζ

の
૬
ஊ
受
付
時
間
は
、
平
日

午
前
９
時
～
午
後
９
時
、
土

༵
日
午
前
10
時
～
午
後
６
時

（
˞
日
༵
・
ॕ
日
、
１
月
１

～
３
日
は
ٳ
み
）。
ಗ
໊
で

の
૬
ஊ
に
も
対
応
す
る
。
体

調
に
関
す
る
ෆ
（̓
原
Ҽ
ෆ

໌
の
症
状
、
受
਍
の
目
҆
、

ҩ
ྍ
機
関
の
Ҋ
内
な
ど
）や
、

ス
ト
レ
ス
、
ෆ
҆
、
育
ࣇ
・

հ
ޢ
に
関
す
る
೰
み
な
ど
に

も
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て

ҩ
ࢣ
と
の
ࡾ
者
通
࿩
も
利
用

で
き
る
。

東
ト
協
で
は
、
従
業
員
と

Ո
଒
の
健
康
維
持
・
増
進
の

た
め
、
積
ۃ
的
な
活
用
を
促

し
て
い
る
。

い
、
東
ト
協
は
助
成
申
請
の

受
付
を
行
っ
て
い
る
。

対
象
ߨ
࠲
の
受
ߨ
料
に
つ

い
て
３
分
の
１
を
助
成
す
る

も
の
で
、
東
ト
協
会
員
の
場

合
、
全
ト
協
・
東
ト
協
が
そ

れ
ͧ
れ
３
分
の
１
ず
つ
助
成

す
る（
国
や
自
治
体
、
ଞ
団

体
な
ど
の
助
成
金
の
合
計
が

受
ߨ
料
の
３
分
の
２
を
超
え

る
場
合
、
助
成
金
を
交
付
し

な
い
）。
受
付
期
間
は
９
年

２
月
26
日
ま
で（
９
年
３
月

以
降
に
म
ྃ
す
る
ߨ
࠲
は
、

次
年
度
扱
い
と
な
る
）。

受
ߨ
対
象
者
は
、
東
ト
協

会
員
の
中
小
企
業
者（
資
本

金
３
億
円
以
下
ま
た
は
常
時

使
用
す
る
従
業
員
数
が
３
０

０
人
以
下
）の
経
営
者
、
後

継
者
お
よ
び
管
理
者
。

受
ߨ
対
象
ߍ
は
東
ト
協
会

員
の
場
合
、
原
則
と
し
て
中

小
企
業
大
ֶ
ߍ
東
京
）ߍ
東

大
和
ࢢ
ࡩ
が
ٰ
２
の
１
３
７

の
５
、☎
０
４
２
・
５
６
５
・

１
２
０
７
）、
お
よ
び
同
Ｗ

̚
Ｂ
）ߍ
Ｗ
̚
Ｂ
ｅ
ｅ
Ｃ
̰

け
ߨ
࠲
と
し
て
は
、
東
京
ߍ

で「
課
୊
解
決
の
第
一
า
ʂ

物
流
業
の
効
率
ア
ッ
プ
ߨ

࠲
」を
予
定
し
て
い
る
。

受
ߨ
料
補
助
を
ر
๬
す
る

場
合
は
、
事
前
に
東
ト
協
業

務
部
教
育
ݚ
म
・
輸
送
Ｇ
に

電
࿩
連
བྷ
し
、
申
請
書
を
入

手
す
る
。受
ߨ
申
し
ࠐ
み
は
、

ر
๬
者
が
直
઀
同
大
ֶ
ߍ
へ

行
い
、
受
ߨ
म
ྃ
後
に
ൃ
行

さ
れ
る「
受
ߨ
म
ྃ
証
書
」

（
ࣸ
し
）と「
ৼ
ࠐ
金
受
取
書
」

（
ࣸ
し
）を
ఴ
付
し
、「
受
ߨ

ࠐ
み
を
受
け
た
東
ト
協
業
務

部
が
担
当
の
労
務
૬
ஊ
員
に

連
བྷ
し
、
労
務
૬
ஊ
員
か
ら

申
し
ࠐ
ん
だ
会
員
に
連
བྷ
。

૬
ஊ
日
時
や
場
所（
会
員
の

事
業
所
ま
た
は
指
定
の
場

所
）な
ど
を
ଧ
ͪ
合
わ
せ
た

上
で
、
ݸ
別
໘
ஊ
に
よ
り
૬

ஊ
に
応
じ
る
。
ま
た
、
電
࿩

で
の
૬
ஊ
も
可
能
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
ࠐ
先

＝
東
ト
協
業
務
部
交
通
・
環

境
Ｇ（
☎
03
・
３
３
５
９
・

６
２
５
７
、
̛
̖
̭
03
・
３

３
５
９
・
４
９
８
３
）

決
定
通
知
書
」
を
東
ト
協
へ

提
出
す
る
。

予
算
の
ൣ
ғ
内
で
、
申
し

ࠐ
み
順
に
受
け
付
け
る
。
１

事
業
者
当
た
り
10
件
ま
で
。

各
ߨ
࠲
の
内
容
・
日
ఔ
な

ど
は
、
同
大
ֶ
ߍ
東
京
ߍ
・

Ｗ
̚
Ｂ
ߍ
、ま
た
は
全
ト
協・

東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
。▽

問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
教
育
ݚ
म
・
輸
送

Ｇ（
☎
03
・
３
３
５
９
・
４

１
３
７
）

格
を
有
す
る
૬
ஊ
員

が
対
応
し
、
日
常
の

軽
ඍ
な
ෆ
調
か
ら
ઐ

໳
的
な
૬
ஊ
ま
で
、

෯
޿
く
受
け
付
け
る
。

૬
ஊ
は
電
࿩（
フ

リ
ー
ダ
イ
Ϡ
ル
０
１

２
０
・
１
０
９
・
３

７
１
）の
ほ
か
、
Ｗ

ｅ
̱
版
・
ア
プ
リ
版

『
み
ん
な
の
Ո
ఉ
の

ҩ
ֶ
』
か
ら
も
利
用

可
能
で
、
い
ず
れ
も

̼
̿
̈́
͂
）。

対
象
ߨ
࠲
は
、
全
ト
協
が

助
成
対
象
と
し
て
定
め
た
ߨ

࠲
で
、
①
ト
ッ
プ
の
た
め
の

経
営
ઓ
・ུ経
営
計
画
な
ど
、

②
実
ફ
的
な
財
務
管
理
・
利

益
計
画
な
ど
、
③
管
理
者
の

た
め
の
人
材
育
成
・
労
務
管

理
な
ど
、
ᶆ
ঁ
性
リ
ー
ダ
ー

の
能
力
開
ൃ
な
ど
、
ᶇ
৘
報

化
・
シ
ス
テ
ム
構
ங
、
ᶈ
そ

の
ଞ
物
流
事
業
―
―
に
関
す

る
各
ߨ
࠲
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
向

１
ਓ
̏
̎
０
０
ԁ

受
ߨ
ྉ
助
੒

運
ߦ
管
理
者

Ұ
ൠ
ߨ
श

表彰 ̔
೥

関 運 局 長
東運支局長

６
月
��・��
日

ଟ
ຎ
ձ
৔

６
月
��・��
日

ຊ
෦
ձ
৔

Ｇ
マ
ー
ク
申
請

個
別
事
前
相
談
会

東ト協
̔೥౓

無
料
で
労
務
相
談

東ト協

ࣾ
࿑
࢜
͕
ݸ
ผ
ର
Ԡ

東ト協

݈
߁
૬
ஊ
૭
ޱ
を
ઃ
ஔ

৺
਎
の
ෆ
ௐ
に
෯
޿
͘
ର
Ԡ

東ト協
̔೥౓

डߨଅਐॿ੒੍度

全ト協ɾ東ト協ʗ̔೥౓

中小企業大学校



第1344号 ̎̌ ̎̒ ೥ʢྩ࿨̔೥ʣ̑ ݄15೔ （ � ）総 合

◎ 深夜帯や雨天時は視認性が低下するので、道路状況によりハイビ
ームの活用を心がけること。また、運行中は前方や周囲の状況へ
の注意を怠らないこと。
日 時 ４月16日（木） １時37分頃発生（雨天）
場 所 江戸川区（国道３５７号）
当事者 ①歩行者（男性20代死亡）×②事業用大型貨物車（男性30代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状 況

至 新木場

江戸川区臨海町
至 舞浜

概 要
事業用大型貨物車が、国道357号を舞浜方向から新木場
方向へ進行中、何らかの理由により道路上に倒れていた歩
行者を轢過したもの。

◎ 信号待ち等による停止状態からの発進の際は、目視確認および指差
し呼称を行うなど、周囲の交通状況をよく確認した上で発進すること。
日 時 ４月28日（火） 16時03分頃発生（晴天）
場 所 大田区内（東京港臨海道路）
当事者 ①自動二輪車（男性50代死亡）×②事業用大型貨物車（男性60代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状 況

至 城南大橋

大田区城南島
至 臨海トンネル

概 要
事業用大型貨物車が、東京港臨海道路を臨海トンネル方
向から城南大橋方向へ第2通行帯で信号待ちから発進す
る際、自車の前に停止中の自動二輪車に追突して路面に
転倒させ、轢過したもの。

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G
※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
と
東

京
高
速
ಓ
࿏
交

通
҆
全
協
議
会

は
６
月
10
日
、

令
和
８
年
度

「
҆
全
運
転
ݚ

म
会
」
を
開
࠵

す
る
。
同
日
は

午
前
10
時
か
ら

と
午
後
１
時
30

分
か
ら
の
２
回

開
࠵
。
ݚ
म
時

間
は
各
回
と
も

に
２
時
間
ఔ
度
。
会
場
は
、

東
ト
૯
合
会
館
７
階
大
会
議

ࣨ
。
参
加
費
は
ແ
料
。

定
員
は
各
回
�0
人（
先
ண

順
ʗ
定
員
に
達
し
次
第
、
受

関
東
運
輸
局（
౻
ా
ྱ
子

局
長
）は
４
月
30
日
、「
令
和

７
年
度
の
バ
ス
、タ
ク
シ
ー
、

ト
ラ
ッ
ク
の
事
ނ
防
止
へ
の

取
組
に
つ
い
て
～『
車
内
事

出・ނ
会
い
಄
事
ނ
の
防
止・

ܒ
ൃ
資
料
』
ٴ
び『
飲
ञ
運

転
防
止
の
取
組
事
ྫ
』
を
঺

հ
～
」を
公
表
し
た
。

同
取
り
組
み
は
、
関
運
局

が「
事
業
用
自
動
車
૯
合
҆

全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
」
の
課

୊
に
対
応
す
る
た
め
、「
৐

合
バ
ス
の
車
内
事
ނ
」「
タ
ク

シ
ー
の
出
会
い
಄
ি
ಥ
事

ނ
」「
ト
ラ
ッ
ク
の
飲
ञ
運
転

事
ނ
」
に
つ
い
て
、
関
東
地

に
お
け
る
自
動
車
事

ނ
防
止
対
策
検
౼

会
」（
ҕ
員
長
・
৿
本

উ
໵
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
෭
会
長
）に

ফ
防
ி

は
、
令
和
７

年
11
月
に
実

施
し
た
Ҡ
動

タ
ン
ク
ஷ
ଂ

所（
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
）

な
ど
の
立
入

検
査
結
果
を

取
り
ま
と
め
た
。

検
査
結
果
に
よ
る
と
、
基

準
ෆ
ద
合
等
車
両
の
割
合
は

12
・
��
％
で
、
前
年
の
1�
・

2�
％
か
ら
１
・
32
㌽
減
গ
し

ट
都
高
速
ಓ
࿏
は
、
大
型

車
両
の
車
両
Ր
ࡂ
ൃ
生
防
止

に
向
け
、関
係
団
体
に
対
し
、

点
検
整
備
の
ప
ఈ
を
求
め
て

い
る
。

ट
都
高
速
ಓ
࿏
で
は
ࡢ

今
、
ト
レ
ー
ラ
ー
な
ど
大
型

車
両
に
よ
る
車
両
Ր
ࡂ
が
連

続
し
て
ൃ
生
。
高
速
ಓ
࿏
上

で
Ր
ࡂ
が
ൃ
生
し
た
場
合
、

当
事
者
の
み
な
ら
ず
प
ғ
の

利
用
者
の
人
໋
に
ة
ݥ
が
ٴ

Ϳ
ڪ
れ
が
あ
る
ほ
か
、
ফ
Ր

活
動
や
࿏
໘
ਗ਼
૟
な
ど
に
൐

付
ऴ
ྃ
、１
社
２
人
ま
で
）。

ݚ
म
内
容
ʗ
ߨ
ࢣ
は
次
の

と
お
り
。
第
１
部
＝「
交
通

事
ނ
の
防
止
と
҆
全
運
転
の

ポ
イ
ン
ト
」
ʗ
東
ト
協
ద
正

化
事
業
部
担
当
者
、
第
２
部

＝「
高
速
ಓ
࿏
に
お
け
る
交

通
事
ނ
防
止
～
実
際
の
事
ނ

事
ྫ
に
ֶ
Ϳ
」
ʗ
ܯ
ࢹ
ி
高

速
ಓ
࿏
交
通
ܯ
࡯
ୂ
担
当
׭
。

申
ࠐ
క
め
੾
り
は
６
月
９

日
。
受
ߨ
申
し
ࠐ
み
は
、
東

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ʗ
セ
ミ

ナ
ー
৘
報
の
開
࠵
Ҋ
内「
申

ࠐ
フ
ォ
ー
ム
」か
ら
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
ద
正
化
事
業
部（
☎
03
・

３
３
５
９
・
４
１
３
８
）

۠
バ
ス
保
҆
対
策
協
議
会
、

関
東
地
۠
ϋ
イ
Ϡ
ー
・
タ
ク

シ
ー
協
議
会
、
関
東
ト
ラ
ッ

ク
協
会
と
連
携
し
、
事
ނ
防

止
策
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
。

ト
ラ
ッ
ク
分
໺
で
は
、「
事

業
用
自
動
車
૯
合
҆
全
プ
ラ

ン
２
０
２
５
」
で
、
事
業
用

自
動
車
の
飲
ञ
運
転
事
ނ
θ

ロ
を
目
ඪ
と
し
て
い
る
一

方
、
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
飲
ञ
運
転
事
ނ
は
依
然

と
し
て
ൃ
生
し
て
お
り
、

ͻ
と
た
び
事
ނ
が
ى
き
れ

͹
ਙ
大
な
被
֐
を
も
た
ら

す
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、「
関
東
圏

お
い
て
、
各
運
送
事
業
者
な

ど
が
実
施
し
て
い
る
飲
ञ
運

転
事
ނ
防
止
の
有
効
な
取
組

事
ྫ
の
ほ
か
、
産
業
ҩ
や
ア

ル
コ
ー
ル
依
ଘ
症
問
୊
に
取

り
組
む
団
体
な
ど
に
よ
る
支

援
事
ྫ
を
調
査
。
運
送
事
業

者
が
参
ߟ
に
で
き
る「
飲
ञ

運
転
事
ނ
防
止
に
向
け
た
調

査
報
告
書
」を
作
成
し
た
。

報
告
書
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク

た
。
全
体
と
し
て
は
改
善
傾

向
が
み
ら
れ
る
。

一
方
、
ແ
ڐ
可
車
両
数
は

63
台
と
前
年
の
��
台
か
ら
増

加
。
内
容
を
み
る
と
、
஫
入

ϊ
ズ
ル
の
手
動
開
ด
૷
置
を

開
์
状
態
で
ݻ
定
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
ແ
ڐ
可
で

の
改
଄
・
変
更
が
�0
台
確
ೝ

さ
れ
、
全
体
の
約
６
割
を
占

め
た
。

ҧ
反
߲
目
で
は
、
定
期
点

検
に
係
る
義
務
ҧ
反
が
８
７

う
通
行
止
め
に

よ
り
、
प
ล
の

高
速
ಓ
࿏
や
֗

࿏
な
ど
޿
ൣ
ғ
で
ਂ
ࠁ
な
交

通
ौ
଺
を
ট
く
要
Ҽ
と
な
る
。

さ
ら
に
、
高
熱
に
よ
っ
て

ڮ
ྊ
の
主
ܻ
や
চ
版
と
い
っ

た
ಓ
࿏
構
଄
物
が
損
ই
し
、

復
چ
が
ࠔ
೉
と
な
る
な
ど
、

都
ࢢ
機
能
や
ࢢ
民
生
活
へ
の

Ө
ڹ
も
大
き
い
と
し
て
い
る
。

警
視
庁
高
速
警
察
隊
と
連
名

点
検
整
備
徹
底
を
呼
び
か
け

こ
の
た
め
同
社
は
、
ܯ
ࢹ

ி
高
速
ಓ
࿏
交
通
ܯ
࡯
ୂ
と

連
໊
で
４
月
15
日
、
東
ト
協

を
通
じ
て
会

員
事
業
者
に

対
し
て
、「
大

型
車
両
の
車

両
Ր
ࡂ
ൃ
生

防
止
に
向
け

た
点
検
整
備

の
ప
ఈ
に
つ

ド
ラ
イ
バ
ー
が
飲
ञ
運
転
に

ࢸ
る
要
Ҽ
や
、
職
場
で
実
施

で
き
る
ア
ル
コ
ー
ル
対
策
の

ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
、
対
策

の
必
要
性
を
ૌ
え
る
と
と
も

に
、
飲
ञ
運
転
防
止
の
最
後

の
とࡆ

り
でと
な
る
点
呼
の
ॏ
要
性

を
指
ఠ
し
て
い
る
。

同
報
告
書
は
関
運
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ܝ
載
し
て
お

り
、
同
局
で
は
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
に
対
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
教
育
や
指
導
へ
の
活
用

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

５
台
で
最
多
と
な
っ
た
ほ

か
、
設
備
な
ど
の
基
準
ෆ
ద

合
や
ஷ
ଂ
・
取
り
扱
い
に
関

す
る
基
準
ҧ
反
も
多
く
確
ೝ

さ
れ
た
。

同
ி
は
、
法
令
ҧ
反
事
߲

の
ੋ
正
と
確
ೝ
の
ప
ఈ
を
要

請
し
て
お
り
、こ
れ
を
受
け
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
も
会

員
事
業
者
に
対
し
、
ة
ݥ
物

輸
送
の
保
҆
確
保
に
向
け
、

法
令
९
क
と
点
検
体
੍
の
ڧ

化
を
求
め
て
い
る
。

い
て
」
の
協
力
依
པ
を
ൃ
出

し
、प
知
ప
ఈ
を
求
め
た
。

会
員
事
業
者
に
は
҆
全
運

転
の
ప
ఈ
に
加
え
、
出
ൃ
前

の
確
実
な
点
検
整
備
の
励
行

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ࣸ
ਅ
は
、
日
本
自
動
車
車

体
工
業
会
ト
レ
ー
ラ
部
会
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
。
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過去の問題の解説と
実践模擬問題

株式会社 輸送文研社〈柏林書房〉
TEL 03-3861-0291　FAX 03-3861-0295

定価  2,970 円（税込）

【貨物編】

●出題範囲の要点を法令ごとに収録
●過去の試験問題100問を徹底解説
●30問の実践模擬問題付

運行管理者試験テキスト

全
ト
協
は
こ

の
ほ
ど
、「
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界

の
環
境
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
」

に
基
づ
く
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業

者
向
け
の
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
簡
易

算
定
ツ
ー
ル
の

国
土
交
通
省
で
は
、
４
月

施
行
の
改
正
物
流
効
率
化
法

に
よ
り
、
一
定
規
模
以
上
の

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
は

「
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者
等
」
と
し
て
指
定
対
象

と
な
る
こ
と
か
ら
、
対
応
を

求
め
て
い
る（
周
知
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
同
封
）。

対
象
は
、
前
年
度
末
時
点

の
保
有
車
両
台
数
が
１
５
０

台
以
上
の
事
業
者
。
車
両
台

数
に
は
ト
ラ
ッ
ク
の
ほ
か
、

け
ん
引
車（
ト
ラ
ク
タ
ー
ヘ

ッ
ド
）お
よ
び
被
け
ん
引
車

（
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
シ
ャ

ー
シ
）も
含
ま
れ
る
。

該
当
事
業
者
は
同
省
へ
の

国
交
省
は
、「
ラ
ス
ト
マ

イ
ル
配
送
効
率
化
促
進
事

業
」
の
公
募
を
開
始
し
た
。

地
域
の
宅
配
便
ド
ラ
イ
バ
ー

の
負
担
軽
減
と
配
送
サ
ー
ビ

ス
水
準
の
維
持
、
持
続
可
能

な
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配
送
の

確
保
を
目
的
と
す

る
。
公
募
期
間
は

６
月
２
日
午
後
５

時
ま
で
。

本
事
業
は
、
荷

主
・
物
流
事
業
者
・

地
方
自
治
体
な
ど

が
連
携
し
て
行
う

ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配

送
効
率
化
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る

も
の
で
、
協
議
会

な
ど（
２
者
以
上

の
参
画
）が
補
助

対
象
と
な
る
。
地

全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
は
こ

の
ほ
ど
、
令
和

６
年
度
決
算
版

「
経
営
分
析
報
告
書
」
を
ま

と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

燃
料
価
格
の
高
止
ま
り
や
継

続
的
な
物
価
上
昇
、
人
件
費

上
昇
、
車
両
調
達
価
格
の
上

昇
な
ど
に
よ
り
運
送
原
価
が

上
昇
し
て
い
る
一
方
、
緩
や

か
な
価
格
転
嫁
の
進
展
を
反

映
し
、
営
業
損
益
・
経
常
損

益
と
も
に
回
復
傾
向
と
な
っ

た
。し

か
し
、
人
件
費
や
車
両

費
、
燃
料
費
な
ど
の
上
昇
分

に
係
る
価
格
転
嫁
は
低
調

で
、
損
益
率
の
改
善
に
は
事

業
規
模
に
よ
り
大
き
な
格
差

が
生
じ
て
い
る
。
車
両
規
模

10
台
以
下
の
事
業
者
で
は
、

運
送
原
価
上
昇
分
の
価
格
転

嫁
が
十
分
に
進
ま
ず
、
営
業

損
益
率
は
マ
イ
ナ
ス
圏
に
と

ど
ま
り
、
厳
し
い
経
営
状
況

が
続
い
て
い
る
。

本
分
析
は
、
全
国
２
６
３

東
京
都
産
業
労
働
局
と
東

京
し
ご
と
財
団
は
、
熱
中
症

対
策
を
目
的
と
し
た「
暑
さ

に
配
慮
し
た
職
場
環
境
づ
く

り
奨
励
金
」
の
募
集
を
開
始

し
て
い
る
。
小
規
模
事
業
者

を
対
象
に
１
社

当
た
り
20
万
円

を
支
給
す
る
。

本
事
業
は
、
暑

さ
指
数（
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
値
）を
活
用
し

た
作
業
環
境
管

理
や
健
康
管
理
、

労
働
衛
生
教
育

な
ど
、
熱
中
症
予

防
に
向
け
た
取

り
組
み
を
支
援

す
る
も
の
。
あ
わ

せ
て
、
熱
中
症
予

防
対
策
に
役
立

つ
物
品
の
購
入
も
含
む
。

対
象
は
、
都
内
に
本
社
ま

た
は
主
た
る
事
業
所
を
置

き
、
熱
中
症
リ
ス
ク
の
あ
る

作
業
を
行
う
小
規
模
企
業

者
。
運
輸
業
の
場
合
は
、
常

時
使
用
す
る
従
業
員
数
が
20

人
以
下
で
あ
る
こ
と
。

奨
励
金
の
支
給
に
は
、
①

国
の
指
針
に
基
づ
く
熱
中
症

予
防
対
策
の
実
施
、
②
対
策

に
用
い
る
物
品
の
購
入
、
③

取
り
組
み
結
果
の
報
告

―
―
が
必
要
。
今
年
３

月
５
日
以
降
に
実
施
し

た
取
り
組
み
が
対
象
と

な
る
。

募
集
は
年
４
回
。
第

２
回
の
事
前
エ
ン
ト
リ

ー
は
６
月
22
日
か
ら
６

月
26
日
ま
で
。
第
３
・

４
回
も
順
次
実
施
し
、

申
請
は
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム「
Ｊ
グ
ラ
ン
ツ
」

で
受
け
付
け
る
。
年
間

１
０
０
０
社
を
募
集

し
、
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
京

し
ご
と
財
団
企
業
支
援
部
雇

用
環
境
整
備
課
暑
さ
対
策
支

援
担
当
係（
☎
03
・
５
２
１

１
・
１
７
５
６
）

最
新
版（
Ｖ
ｅ
ｒ
・
５
）を
公

表
し
た
。
同
ツ
ー
ル
は
、
運

送
事
業
者
が
自
社
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
把
握
し
、
削
減
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
の
も
の
で
、
排
出
量
の

〝
見
え
る
化
〟を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

最
新
版
で
は
、
車
両
別
排

出
量
を
扱
う
ス
テ
ッ
プ
に

届
出
を
行
い
、
特
定
事
業
者

の
指
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
、
届
出
期
限
は
５
月
末
ま

で
。
特
定
事
業
者
に
は
、
積

載
効
率
の
向
上
な
ど
の
判
断

基
準
に
基
づ
く「
中
長
期
計

画
の
作
成
・
提
出
」
が
求
め

ら
れ
、
初
回
の
提
出
は
７
月

末
ま
で
。
た
だ
し
、
今
年
度

は
指
定
件
数
が
多
く
、
通
知

に
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
踏

ま
え
10
月
末
ま
で
。
そ
の
後

は
、
毎
年
度
の
提
出
を
基
本

と
し
つ
つ
、
計
画
内
容
に
変

更
が
な
い
限
り
は
、５
年
ご

と
に
７
月
末
ま
で
の
提
出
と

す
る
。

一
方
、
物
流
の
効
率
化
に

域
配
送
に
お
け
る
実
証
や
仕

組
み
づ
く
り
を
、
集
中
的
に

支
援
す
る
点
が
特
徴
。

令
和
７
年
度
に
実
施
し
て

い
た「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
加

速
化
事
業
」「
ド
ロ
ー
ン
配
送

拠
点
整
備
促
進
事
業
」「
地
域

連
携
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
等
促

進
事
業
」の
３
事
業
を
再
編

し
、８
年
度
は「
ラ
ス
ト
マ

イ
ル
配
送
効
率
化
促
進
事

業
」
と「
地
域
の
事
業
者
間

連
携
を
通
じ
た
物
流
生
産
性

向
上
推
進
事
業
」
の
２
事
業

に
統
合
。
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
の

み
の
取
り
組
み
は
本
事
業
に

集
約
さ
れ
た
。

補
助
対
象
は
、
①
物
流
負

荷
の
軽
減
に
向
け
た
地
域
の

受
取
拠
点（
公
民
館
や
飲
食

店
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
）の
整

備
、
②
貨
客
混
載
・
共
同
配

１
事
業
者（
有
効
数
）が
提

出
し
た
６
年
度
決
算（
５
年

10
月
～
７
年
８
月
）の「
一

般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
報

告
書
」
な
ど
を
検
証
し
た
も

の
。１

事
業
者
平
均
の
売
上
高

（
兼
業
分
を
含
む
全
事
業
収

入
）は
２
億
８
６
９
７
万
９

０
０
０
円
で
、前
年
度
比
７・

４
％
増
と
な
っ
た（
以
下
、

数
値
は
１
者
平
均
、
増
減
は

前
年
度
比
）。
営
業

損
益
率
は
１
・
４
％

で
０
・
４
㌽
改
善
し
、

回
復
傾
向
が
続
い
て

い
る
。
経
常
損
益
率

は
２
・
８
％
で
０
・

２
㌽
改
善
し
た
。

本
業
の
貨
物
運
送

事
業
収
入
は
、
２
億

８
５
２
１
万
５
０
０

０
円
で
８
・
０
％
の

増
収
。
輸
送
量
は

８
万
１
９
０
０
㌧
で

１
・
０
％
増
加
し
た
。

貨
物
運
送
事
業
の

営
業
収
益
・
損
益
率

お
い
て
、
従
来
の
全
社
一
括

管
理
に
加
え
、
事
業
所
単
位

で
管
理
で
き
る
シ
ー
ト
を
追

加
。
運
送
事
業
者
の
運
用
実

態
に
応
じ
た
柔
軟
な
管
理
が

可
能
と
な
っ
た
ほ
か
、
燃
料

価
格
や
排
出
係
数
な
ど
の
見

直
し
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

全
ト
協
で
は
、
新
た
に
取

り
組
み
を
開
始
す
る
場
合
は

最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
使
用
を

推
奨
し
て
い
る
。
一
方
、
過

年
度
と
の
比
較
を
行
う
際
に

は
、
同
一
条
件
で
の
検
証
を

行
う
た
め
、
初
年
度
に
使
用

し
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
継
続
し

て
使
用
す
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
る
。

ツ
ー
ル
は
使
い
方
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
帳
票
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

で
構
成
さ
れ
、
全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
。

送
な
ど
に
必
要
な
資
機
材
の

導
入
や
集
配
拠
点
の
整
備
、

③
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
を
補
完
す
る
配
送
手

段
の
活
用
と
配
送
拠
点
の
整

備
な
ど
―
―
の
３
類
型
。

補
助
対
象
経
費
は
、
工
事

費
や
設
備
費
な
ど
の
導
入
・

整
備
に
係
る
費
用
の
ほ
か
、

調
査
・
分
析
、
実
証
や
シ
ス

テ
ム
導
入
な
ど
、
事
業
実
施

に
必
要
な
経
費
。

補
助
率
は
い
ず
れ
も
対
象

経
費
の
２
分
の
１
以
内
。
補

助
上
限
額
は
、
①
お
よ
び
②

は
各
５
０
０
万
円
、
③
は
２

０
０
０
万
円
ま
で
。
な
お
、

①
～
③
の
複
数
事
業
を
組
み

合
わ
せ
て
の
申
請
も
可
能
だ

が
、
交
付
申
請
額
の
合
計
は

２
０
０
０
万
円
が
上
限
。

事
業
期
間
は
、
交
付
決
定

（
車
両
規
模
別
）は
表
の
通
り
。

全
体
の
営
業
損
益
率
は

１
・
０
％
で
０
・
４
㌽
改
善
。

営
業
損
益
は
２
９
５
万
２
０

０
０
円
で
、
前
年
度
か
ら
倍

増
し
た
。
一
方
、
運
送
収
入

が
７
・
８
％
増
と
な
る
中
、

運
送
費
も
８
・
１
％
増
加
。

営
業
費
用
に
占
め
る
燃
料
油

脂
費
率
は
、
軽
油
価
格
に
対

す
る
補
助
金（
燃
料
油
価
格

激
変
緩
和
補
助
金
）の
調
達

価
格
下
落
効
果
に
よ

り
、前
年
度
か
ら
１・

４
㌽
低
下
し
た
も
の

の
高
水
準
が
続
い
て
お
り
、

損
益
改
善
は
緩
や
か
な
も
の

に
と
ど
ま
っ
た
。

営
業
損
益
段
階
の
黒
字
事

業
者
の
割
合
は
52
％
で
１
㌽

上
昇
し
、
２
年
連
続
で
過
半

数
を
超
え
た
が
、
全
体
の
約

半
数
は
赤
字
と
い
う
状
況
。

ま
た
、
経
常
損
益
段
階
の
黒

字
割
合
は
63
％
で
２
㌽
上
昇

し
た
が
、
主
に
大
規
模
事
業

者
が
け
ん
引
し
て
お
り
、
小

規
模
事
業
者
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る

と
分
析
し
て
い
る
。

規
模
別
で
は
、
車
両
11
～

20
台
の
事
業
者
で
営
業
赤
字

を
脱
し
た
も
の
の
、
10
台
以

下
で
は
赤
字
が
続
き
、
62
％

が
営
業
赤
字
、
53
％
が
経
常

赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

関
す
る
努
力
義
務
へ
の
取
り

組
み
や
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、毎
年
度
の「
定
期
報
告
」

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

指
定
を
受
け
た
年
度
の
翌
年

度
か
ら
、
毎
年
７
月
末
ま
で

に
提
出
と
な
る
。

手
続
き
は
原
則
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
い
、
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム「
ｅ
�
Ｇ
ｏ
ｖ
」
を
利

用
す
る
。
な
お
、
申
請
に
は

「
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
」
の
取
得
が

必
要
と
な
る
。

詳
細
は
、国
交
省「『
物
流

効
率
化
法
』
理
解
促
進
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」を
参
照
。

日
以
降
か
ら
９
年
２
月
12
日

ま
で
。

詳
細
は
、
国
交
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配

送
効
率
化
促
進
事
業
」
を
参

照
。

貨物運送事業の営業収益・営業損益率の推移（1者平均）

区　分
営業収益（千円） 営業損益率（％）

令和4年度 5年度 6年度 4年度 5年度 6年度
全　体 253,830（　4.4） 264,007（　4.0） 285,215（　8.0） 0.0 0.6 1.0
車
両
規
模
別（
台
）

〜10 62,093（　1.7） 64,081（　3.2） 66,659（　4.0） △3.6 △2.9 △2.3
11〜20 159,659（　0.8） 164,840（　3.2） 169,053（　2.6） △1.2 △0.6 0.1
21〜50 350,416（△0.6） 360,009（　2.7） 368,342（　2.3） 0.0 0.4 0.9
51〜100 695,837（　2.8） 713,398（　2.5） 743,637（　4.2） 1.2 1.8 2.1
101〜 1,576,169（△0.0）1,638,074（　3.9）1,757,489（　7.3） 2.1 2.3 2.3

注：営業収益のカッコ内は前年度比伸び率、単位％、△はマイナス

改
正
物
流
効
率
化
法
で
新
た
な
義
務

ラ
ス
ト
マ
イ
ル
効
率
化
へ
補
助
公
募

特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

国
交
省 管

理
手
法
の
柔
軟
性
向
上

事
前
エ
ン
ト
リ
ー
受
付
を
開
始

ＣＯ�排出算定ツール
最新バージョンを公表
全ト協

国交省

補助率２分の１・上限２０００万円

暑さ対策で職場環境整備を支援
東 京 都
東京しごと財団 小規模企業に20万円奨励金

営
業
損
益
率
１
・
０
％
で
回
復
傾
向

車
両
20
台
以
下
赤
字
脱
す

10
台
以
下
の
62
％
赤
字
に

全
ト
協
「経営分析」
６年度決算版
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「
お
～
っ
ʂ

４
ઍ
円
を
੾
っ

て
る
」
と
ࢥ
っ

た
ら
４
ἅ
ₓ
。

今
ま
で
１
ା
５

ἅ
ₓ
だ
っ
た
の
に
ộ
ộ
。

ス
ー
ύ
ー
の
売
り
方
も
さ

ま
͟
ま
だ
。
コ
ϝ
の
価
格

で
あ
る
˗
「
令
和
の
ถ
૽

動
」
以
来
、
高
値
が
続
い

て
い
た
が
、
よ
う
や
く
下

が
り
始
め
て
い
る
。
೶
水

省
σ
ー
タ
に
よ
れ
͹
、
４

月
2�
日
の
ि
の
ス
ー
ύ
ー

で
の
５
ἅ
ₓ
当
た
り
平
均

価
格
は
３
７
９
６
円
と
い

う
こ
と
だ
˗
コ
ϝ
が
小
売

店
の
店
಄
か
ら
ফ
え
た
の

は
一
ࡢ
年
の
Ն
ご
Ζ
か
ら

と
ࢥ
う
。
前
年
の
໠
暑
に

よ
る
ڙ
給
ෆ
଍
な
ど
が
എ

ܠ
に
あ
っ
た
。
ࡢ
年
の
生

産
量
は
ध
要
を
上
回
っ
て

い
る
の
で
、
価
格
は
今
後

さ
ら
に
下
が
る
の
で
は
な

い
か
˗
ా
২
え
の
時
期
を

ܴ
え
て
い
る
。
５
月
の
別

໊
は
「
さࡷ

つ
き月
」。
ૣ
බ
を

২
え
る
時
期
「
ૣさ

な
え
づ
き

බ
月
」

の
ུ
と
の
આ
も
。
ほ
か
に

「
Ҵい

な
な
え
づ
き

බ
月
」
が
あ
り
、
ా

২
え
の
時
期
を
表
し
て
い

る
。「
Ӎう

͛
つ月
」
と
い
う
呼

び
方
も
あ
り
Ӎ
の
多
い
月

を
ࣔ
す
。
コ
ϝ
作
り
に
ద

し
た
時
期
な
の
だ
˗
だ
が

Թ
ஆ
化
の
Ө
ڹ
か
、
長
期

予
報
で
は
今
後
、
ؾ
Թ
は

平
年
よ
り
高
く
、
降
水
量

は
গ
な
い
よ
う
だ
。
コ
ϝ

の
出
来
が
৺
配
で
あ
る
。

先
月
、
新
た
な
目
҆
と
し

て「
コ
ϝ
の
コ
ス
ト
指
ඪ
」

が
公
表
さ
れ
た
。
ࢍ
൱
両

࿦
あ
る
が
、
生
産
者
と
ফ

費
者
૒
方
に
خ
し
い
結
果

を
も
た
ら
し
て
ほ
し
い
。
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ʮ東京都トラック時報ʯ͔Βʮパズル＆
クイズ解答フォームʯ΁͝ೖྗͩ͘ ͍͞ɻ
https://www.totokyo.or.jp/
ˑ͸͕͖Ԡืͷ৔合
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★�４月10日号「クロスワードパズル」の正解
は「ランドセル」でした。

Ԡ
ื
ํ
๏

ルールに従って盤面を1 ～ 9の数字で
埋めてください。それぞれの二重マスに
入った数字の合計はいくつでしょう？

ナンバープレース

４７ ９１ ２
１３ ２５
８ １７ ４

４２ ６１
８１ ２７

３２ １９
７ １８ ９

３６ １５
２ ５９ ８３

４７ ２６ ３
８ ４１ ７

１ ３ ２
９ ６

７ ２ ５ ３ １
３ ４
５ １ ７

８ ６３ ２
１ ４ ３５

［解答］

［ルール］
・�マスに入っている数字をヒントに、空
欄に1から9までの数字をひとつずつ
入れてください。すでに入っている数
字は動かしたり書き換えたりしてはい
けません。
・�すべての縦の列、すべての横の列、太
線で囲われた3×3のブロックのすべて
で、1から9までの数字が1つずつ入る
ように空欄に数字を入れてください。
数字が重複してはいけません。

by 冴戒 椎也

ݴ
え
͹
、ホ
ー
ム
や
改
ࡳ
ま
で
ඬ
う

つ
Ώ
の
߳
り
で
客
を
༠
い
、地
ݩ
৭

๛
か
な
ຯ
を
ָ
し
め
る
ଘ
ࡏ
だ
っ

た
。
し
か
し
ۙ
年
は
、そ
う
し
た
ط

ଘ
店
ฮ
の
ఫ
ୀ
が
増
え
て
い
る
。
എ

ܠ
に
は
、食
品
衛
生
法
な
ど
に
よ
る

規
੍
や
మ
ಓ
事
業
者
ご
と
の
ル
ー
ル

に
基
づ
く
店
ฮ
改
૷
に
൐
う
設
備
౤

資
負
担
な
ど
が
あ
る
。

こ
こ
は
、
日
฻
ཬ
Ӻ
に
ఔ
ۙ
い
、

〝
Ω
ン
グ
・
オ
ϒ
・
立
ͪ
食
い
そ
͹
〟

と
も
শ
さ
れ
る「
一い

ͪ

༝よ
し

そ
͹
」。
い

つ
も
行
ྻ
が
ઈ
え
な
い
໊
店
で
あ

る
。
立
ͪ
食
い
そ
͹
店
で
は
௝
し
い

「
ଠ
そ
͹
」（
ࣸ
ਅ
）が
特
徴
で
、ト
ッ

ϐ
ン
グ
も
๛
෋
だ
。
資
材
調
達
や
໙

の
統
一
化
に
よ
っ
て
ݸ
性
が
ബ
れ
た

Ӻ
そ
͹
に
比
΂
、֗
中
の
ݸ
人
経
営

の
立
ͪ
食
い
そ
͹
店
に
は
ಠ
自
の
ຯ

わ
い
が
あ
り
、
食
΂
比
΂

る
ָ
し
さ
も
あ
る
。

日
本
の
食
จ
化
と
も
ݴ

え
る
立
ͪ
食
い
そ
͹
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
に
ࠜ
差

し
࢒、
り
続
け
て
ほ
し
い
。

法
規
上
の
定
義
は
な
い
よ
う
だ
が
、

一
般
の
そ
͹
店
よ
り
客
੮
数
が
গ
な

く
、୹
時
間
利
用
を
前
提
と
し
て
い

る
点
が
特
徴
と
ݴ
え
る
だ
Ζ
う
。

そ
͹
店
の
正
確
な
統
計
は
な
い
も

の
の
、
Ӻ
や
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
、
ν
ỻ

ー
ン
店
、
ݸ
人
店
を
合
わ
せ
れ
͹
、

今
や
全
国
に
約
４
万
店
あ
る
と
さ
れ

る
。30
年
ほ
ど
前
に
は
、ト
ラ
ッ
ク
事

業
者
数
が
そ
͹
店
の
店
ฮ
数
に
ඖ
ఢ

す
る
時
୅
も
あ
っ
た
。し
か
し
、ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
数
は
規
੍
緩
和
後
の
新

規
参
入
で
増
加
し
ݱ、
ࡏ
は
約
６
万

３
０
０
０
事
業
者
と
、コ
ン
ビ
ニ
の
約

５
万
６
０
０
０
店
を
上
回
っ
て
い
る
。

ࡢ
今
は
、資
材
価
格
の
高
ಅ
を
受

け
、立
ͪ
食
い
そ
͹
店
で
も
価
格
改

定
が
૬
次
い
で
い
る
。
ఱ
΀
ら
そ
͹

に
ࢸ
っ
て
は
、も
は
や
５
０
０
円
で

は
食
΂
ら
れ
な
い
店

ฮ
も
多
い
。
と
り
わ

け
、
Ӻ
ナ
Χ
や
ホ
ー

ム
内
の
店
ฮ
は
割
高

ײ
が
ڧ
ま
っ
た
。

か
つ
て
Ӻ
そ
͹
と

そ
͹
や
う
ど
ん
を
Χ
ウ
ン
タ
ー
な

ど
で
立
っ
た
ま
ま
୹
時
間
で
食
΂
る

こ
と
を
前
提
に
、手
ૣ
く
҆
価
に
提

ڙ
す
る
飲
食
店
業
態
の「
立
ͪ

食
い
そ
͹
」。最
ۙ
は「
立
ͪ
食

い
」を
໊
৐
り
な
が
ら
も
、店

内
に
Ҝ
子
੮
を
設
け
て
い
る

店
ฮ
も
あ
る
。
ૉ
ૣ
く
食
΂
て

回
転
率
を
上
͛
る「
省
ス
ペ
ー

ス
・
高
回
転
」の
業
態
で
、利
用

者
に
と
っ
て
も
手
ࠒ
な
価
格
で
食
΂

ら
れ
る
。
立
ͪ
食
い
そ
͹
に
厳
ີ
な
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立ち食いそばのヒミツ

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

〜
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

小
林
小
林  

弘
和
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
所
長

খ
ྛ  

߂
࿨ớ
ࣾ
ձ
อ
ݥ
࿑
຿
࢜
Ờ

̣
̖
̘
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
τ
ݚ
ڀ
ॴ
ॴ
௕

⑴
女
性
活
躍
推
進
法
と
は

ঁ
性
活
༂
推
進
法（
ঁ
性

の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
༂

の
推
進
に
関
す
る
法
཯
）は
、

自
ら
の
ҙ
ࢥ
に
よ
っ
て
職
業

生
活
を
営
み
、
ま
た
は
営
も

う
と
す
る
ঁ
性
が
、
そ
の
ݸ

性
と
能
力
を
十
分
に
ൃ
ش
で

き
る
よ
う
、
次
の
߲
目
を
基

本
原
則
と
し
て
、
ঁ
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
༂
を
推

進
し
、
๛
か
で
活
力
あ
る
社

会
を
実
ݱ
す
る
た
め
、
２
０

１
６
年
４
月
１
日
に
10
年
間

の
時
限
立
法
と
し
て
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

ừ
ج
ຊ
ݪ
ଇ
Ử

①
ঁ
性
に
対
す
る
࠾
用
、

昇
進
な
ど
の
機
会
の
積
ۃ
的

な
提
ڙ
お
よ
び
そ
の
活
用

と
、
性
別
に
よ
る
ݻ
定
的
役

割
分
担
な
ど
を
反
映
し
た
職

場
׳
行
が
ٴ
΅
す
Ө
ڹ
へ
の

配
慮
が
行
わ
れ
る
こ
と

②
必
要
な
環
境
の
整
備
に

よ
り
、
職
業
生
活
と
Ո
ఉ
生

活
と
の
円
׈
か
つ
継
続
的
な

両
立
を
可
能
に
す
る
こ
と

③
ঁ
性
の
職
業
生
活
と
Ո

ఉ
生
活
と
の
両
立
に
関
し
、

本
人
の
ҙ
ࢥ
が
ଚ
ॏ
さ
れ
る

΂
き
こ
と

法
཯
で
は
、
国
が
ঁ
性
活

༂
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針

を
策
定
し
、
地
方
公
共
団
体

は
国
の
基
本
方
針
な
ど
を
צ

Ҋ
し
て
、
۠
域
内
の
推
進
計

画
を
策
定
す
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
や
地
方
公
共
団

体
、民
間
事
業
主
に
対
し
て
、

次
の
事
߲
の
実
施
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
民
間
事
業
主
に
つ

い
て
は
、
੍
定
当
初
は
従
業

員
数
３
０
１
人
以
上
の
事
業

主
が
義
務
対
象
で
し
た
が
、

そ
の
後
対
象
が
֦
大
さ
れ
て

い
ま
す
。

ừ
ࣄ
ۀ
ओ
ʹ
ٻ
Ί
Β
Ε
Δ
ओ

ͳ
ࣄ
߲
Ử

①
ঁ
性
の
活
༂
に
関
す
る

状
況
の
把
握
、
改
善
す
΂
き

事
߲
に
つ
い
て
の
分
析

②
①
の
状
況
把
握
・
分
析

を
踏
ま
え
、
定
量
的
目
ඪ
や

取
り
組
み
内
容
な
ど
の「
事

業
主
行
動
計
画
」
の
策
定
・

公
表
な
ど

③
ঁ
性
の
活
༂
に
関
す
る

৘
報
の
公
表

ま
た
、
状
況
把
握
の
必
ਢ

߲
目
と
し
て
、
ঁ
性
࠾
用
比

率
、
ۈ
続
年
数
の
உ
ঁ
差
、

労
働
時
間
の
状
況
、
ঁ
性
管

理
職
比
率
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

⑵
女
性
活
躍
の
状
況

２
０
２
５
年
の
ジ
ỻ
ン
ダ

ー
・
Ϊ
ャ
ッ
プ
指
数（
Ｇ
Ｇ

Ｉ
、
உ
性
に
対
す
る
ঁ
性
の

割
合
を
ࣔ
す
指
数
で
、０
が

完
全
ෆ
平
等
、
１
が
完
全
平

等
と
な
り
、
１
に
ۙ
い
ほ
ど

順
位
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
）を
み
る
と
、日
本
は
０
・

６
６
６
で
、
１
４
８
か
国
中

１
１
８
位
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

「
教
育
」「
健
康
」
の
分
໺

で
は
ੈ
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に

あ
る
一
方
、「
੓
治
」「
経
ࡁ
」

の
分
໺
は
低
水
準
で
す
。
企

業
で
は
ঁ
性
の
ब
業
率
は
高

ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
ඇ
正

規
雇
用
比
率
の
高
さ
や
ۈ
続

年
数
の
୹
さ
な
ど
か
ら
、
ঁ

性
管
理
職
や
ঁ
性
役
員
の
割

合
は
１
割
台
に
と
ど
ま
り
、

役
員
が
全
員
உ
性
の
企
業
も

依
然
と
し
て
50
％
を
超
え
る

な
ど
、
ঁ
性
活
༂
推
進
は
十

分
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
２
０
２
４
年
の
労

働
力
人
ޱ
૯
数
に
占
め
る
ঁ

性
の
割
合
は
�5
・
４
％
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
運
輸
・
༣

便
業
で
は
22
・
６
％
と
低
い

水
準
で
す
。

⑶
２
０
２
６
年
改
正
法
の
概

要
今
回
の
法
改
正
の
主
な
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
す
。

①
৘
報
公
表
の
必
ਢ
߲
目

֦
大

こ
れ
ま
で
従
業
員
数
３
０

１
人
以
上
の
企
業
に
義
務
付

け
ら
れ
て
い
た
உ
ঁ
間
௞
金

差
ҟ
の
৘
報
公
表
に
つ
い

て
、
常
時
雇
用
１
０
１
人
以

上
の
一
般
事
業
主
ま
で
対
象

が
֦
大
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

ঁ
性
管
理
職
比
率
の
公
表

も
、
常
時
雇
用
１
０
１
人
以

上
の
一
般
事
業
主
に
新
た
に

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

۩
体
的
に
は
、
従
業
員
数

３
０
１
人
以
上
の
企
業
は
、

உ
ঁ
間
௞
金
差
ҟ
、
ঁ
性
管

理
職
比
率
に
加
え
、
ঁ
性
労

働
者
へ
の
職
業
生
活
に
関
す

る
機
会
提
ڙ
の
実
੷
、
職
業

生
活
と
Ո
ఉ
生
活
と
の
両
立

に
資
す
る
雇
用
環
境
整
備
の

実
੷
か
ら
、
そ
れ
ͧ
れ
１
߲

目
以
上
の
公
表
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。
一
方
、
従
業
員

数
１
０
１
～
３
０
０
人
の
企

業
は
、
உ
ঁ
間
௞
金
差
ҟ
、

ঁ
性
管
理
職
比
率
に
加
え
、

ঁ
性
労
働
者
へ
の
職
業
生
活

に
関
す
る
機
会
提
ڙ
の
実

੷
、
ま
た
は
職
業
生
活
と
Ո

ఉ
生
活
と
の
両
立
に
資
す
る

雇
用
環
境
整
備
の
実
੷
か
ら

１
߲
目
以
上
の
公
表
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

②
ঁ
性
活
༂
の
推
進
に
当

た
っ
て
の「
ঁ
性
の
健
康
上

の
特
性
」
へ
の
配
慮
の
໌
確

化
ঁ
性
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
健
康
上
の
特
性
が

ब
労
へ
Ө
ڹ
し
、
ब
業
継
続

や
Ω
ャ
リ
ア
ܗ
成
の
๦
͛
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
ঁ
性
の
職
業
生
活

に
お
け
る
活
༂
推
進
に
当
た

っ
て
は
、「
ঁ
性
の
健
康
上

の
特
性
」
に
配
慮
し
て
行
う

΂
き
こ
と
が
、
基
本
原
則
に

໌
ه
さ
れ
ま
し
た
。

۩
体
的
に
は
、
ঁ
性
の
健

康
上
の
特
性
に
関
す
る
ݚ
म

会
開
࠵
な
ど
に
よ
る
ヘ
ル
ス

リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
、
健
康

特
性
に
配
慮
し
た
ٳ
Ջ
੍
度

の
整
備
、
テ
レ
ϫ
ー
ク
な
ど

に
よ
る
柔
軟
な
働
き
方
の
推

進
、
健
康
課
୊
を
૬
ஊ
し
や

す
い
体
੍
づ
く
り
、
そ
の
ほ

か
೛
්
な
ど
が
利
用
で
き
る

ٳ
ܜ
ス
ペ
ー
ス
設
置
な
ど
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま

す
。③

法
の
有
効
期
限
の
Ԇ
長

ঁ
性
活
༂
推
進
法
は
成
立

時
、
２
０
２
６
年
３
月
31
日

ま
で
の
時
限
立
法
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
有
効
期
限
が

２
０
３
６
年
３
月
31
日
ま
で

10
年
間
Ԇ
長
さ
れ
ま
し
た
。

ᶆ
基
本
方
針
へ
の
ϋ
ラ
ス

ϝ
ン
ト
対
策
の
位
置
付
け

੓
෎
が
策
定
す
る
ঁ
性
活

༂
推
進
の
基
本
方
針
の
ه
載

事
߲
の
一
つ
に
、
ϋ
ラ
ス
ϝ

ン
ト
対
策
が
位
置
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
ϋ
ラ
ス
ϝ
ン
ト
の

な
い
職
場
環
境
の
実
ݱ
に
向

け
、
国
に
よ
る
ܒ
ൃ
活
動
が

ڧ
化
さ
れ
ま
す
。

⑷
お
わ
り
に

運
送
業
界
で
は
、
ݱ
状
の

労
働
環
境
の
ま
ま
で
は
人
材

ෆ
଍
が
今
後
さ
ら
に
ਂ
ࠁ
化

す
る
ݒ
೦
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
、

ঁ
性
活
༂
推
進
法
の
झ
ࢫ
に

Ԋ
い
、
ঁ
性
の
特
性
に
配
慮

し
た
労
働
環
境
や
労
働
条
件

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
ঁ
性

が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

女
性
活
躍
推
進
法
に
つ
い
て

本
年
４
月
１
日
か
ら
、改
正
女
性
活
躍
推
進
法
が
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
運
送
業
界
で
は
人
材
不
足
が
深
刻

化
し
て
お
り
、女
性
の
活
躍
推
進
は
そ
の
解
決
の
一
助

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、今
回
は
同
法
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
す
。


